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〈研 究ノ ー ト〉

トル コの工業化政策 とエ タテ ィズム
ー経済統計の分析 を通 して

後 藤 晃
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は じ め に

本稿 はf文 部 省 の科 学研 究 費 に よる 『ア ジア長期経済統計デー タベー スプロ

ジ ェク ト』(研 究 代 表 者 一・橋 大 学 経 済研 究 所 尾 高煙 之 助)の 筆 者 分 担 分

(ト ル コ)の 研 究 報 告の 一部 で あ る。研 究 で は2つ の 作 業 を進 め て きた。 一一つ

は,社 会経 済 史 に 関 わ る地 方 レベ ル の統計 の収 集 と分析 であ る。 トル コで は

80年 代 に全 国 を網 羅 した 地誌(TurkAnsiklopedisi)が 編 纂 されて お り,こ れ

らの地 誌 や そ の他 の取 得 可能 な資料か ら統計 を収集 し分析 を行 うこ とで経済社
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会の歴史動向を辿る試みである。また つ は,経 済分析の基礎 となる国民所得

統計の収集 と分析である。政府機関や銀行などが公表 した統計資料にもとづ き

長期経済統計のデータベースを作成 し分析することである。本稿はこの二つの

課題のうちの後者に関わるものである。

論文の構成は,最 初に トルコの統計事情 を概観 した。その理由は,個 々の統

計の概念を説明 し信ヌ掻性 について注を付記する必要性があるためである。 トル

コは植民地化をまぬがれ第 一▲次世界大戦後に近代国家 として自立 した。このた

め途h国 のなかでは統計が比較的よく整理 されている。 しか し,長 期に渡る既

存の統計数字は推計作業を通 して作成された部分が多 く,ま た時代を遡るほど

基礎 となる数字の正確度が下り,利 用する上で注意が必要 となる。

次いで,こ の統計数字 に依拠 して1930年 代か ら1980年 代 までのほぼ60年

間にわたる トルコの経済動向を分析 した。1970年 代まで トルコは一一貫 して工

業化を経済政策の中心に据えた。この政策的特徴は,市 場経済に計画経済を組

み入れる混合経済体制を採用 し,国 営企業を軸に工業化を進め民間企業の波及

的発展をはかるという点にあ り,こ のエタティズムが長期に工業化の理念 とさ

れてきた。この体制 は近代 トルコの発展を方向づけ少な くとも1970年 代 まで

工業化 も確実に進展 した。 しか し,閉 鎖型の経済 と国営企業中心の工業化路線

が経済社会の硬直化をもた らし国際的な競争力を育てなかったことも事実で

あった。1970年 代末に深刻な経済危機に陥 り,こ の危機が社会的混乱を生み

軍事クーデタを招いて トルコの歴史に禍根 を残 したのもこの硬直化 した経済構

造によるところが大 きかった。この結果,80年 代に入 ると路線 は大 きく右旋

回 し自由化を進めて経済開放政策をとることになる。 したがって,今 日の トル

コの経済を分析する上で,長 期に選択 されたエタティズムの分析は避けて通る

ことができない。ここで1980年 代までに時代を限定 して検討するの も現代問

題を扱 う準備 という意味をもっている。

最後に資料 として トルコ経済に関する統計を載せた。プロジェク トの作業と

して収集作成 した統計は国民所得統計に関わるより多岐にわたるものだが,こ

こでは本論文と関連があるものに限っている。
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なお,統 計 資料 の 作 成 には、 東 京大 学 大学院経 済学研究科博士後期 課程の ケ

イワ ン=ア ブ ドリ氏 と,一 ツ橋 大学大 学 院 経 済学 研 究 科博士後期課程 の比佐優

子氏 の協力 を得 た。

一 トル コの 統 計 事 情

トル コで は,1948年 に 内 閣 統 計 局 の 付 属 の 研 究 所 と して 国家 統 計研 究 所

(SIS)が 設 立 され,国 民 の 生 活 と経 済 とに関 わ る各種 の統計が整理加工 されて

刊行 されている。 この内,国 民 所 得 統 計 に 関 わ る,ま た長 期 に指 数 化 され て い

る主 な ものを示す と次の ようである。以下,主 要 な項 目 と統 計 の あ る年 次 を示

す 。

・人口統 計

総 人iI,都 市農 村 別 人 日,男 女年 齢 別 人口構 成(1927～)

・労働 力 統 計

部 門別 雇 用労 働 者 数(1923～)

・農 業統 計

作 物 別作 付 け 面積 と生 産 量(1925～)

果 樹 の樹 木数 と生 産量,面 積(1936～)

農 具(黎 な ど),農 業機 械(ト ラ ク ター な ど)の 数(1952～)

家 畜 数,ミ ル ク生 産量(1929～)

・鉱 業

固 定 資本投 資 額

労働 者数(1963～)

鉱 産物 別 生 産量(1923～)

・製造 業

業 種 別 企 業 数,雇 用労 働 者 数,付 加 価値(1950～)

品 目別 生 産 量(1960～)

・貿 易

輸 出入 量 お よび輸 出 入額(1923～)
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商品分野別(国 際基 準)輸 出 入額(1963～)

貿 易相 手国別 ・地域 別輸 出 入額(1963～)

国際 収 支 計算(1950～)

・物 価 と指 数

消 費 者物 価 指数,卸 売物 価 指 数(1937～)

庭 先価 格(1935～)

作 物 別 支持 価 格(1951～)

・通 貨 と金 融

マ ネー ス トッ ク(1949～)

預金(1949～)

為 替 レー ト(1950～)

・財政

収 入 ・支出 に関す る 諸統 計(1923～)

国 内 ・海外 の 負債(1950～)

・国民 勘 定

生 産活 動 の種 類 に よ るGNP(1923-一)

消 費 支 出か らみ たGDP(1980～)

間接 税,固 定 資本,雇 用 者 報 酬,営 業i余剰(1980～)

トル コは 国民 国 家 と して 近 代 的 な体制 を整 えた時期が 早 く,正 確 度の 問題 は

さて お き全 国 的 な統計作 りが比較 的早い時期か ら進 め られ きた。セ ンサ スは,

第 ・回 日が1927年 に実 施 され,34年 に始 まる経 済 開 発 の 充 ヵ年計 画 を契機 に

30年 代 に は基 礎 資 料 た る各 種 統 計 の作成作業 が各省庁 で始 まった。た だ,統

計 事 業が 本格 化 す る の はSISが 設 立 され て 後 の195⑪ 年 以 降 で あ り,各 部 局 が

個 別 に行 って きた統 計作 業が ここに集中化 され,推 計 と加 工 が 施 され て長 期 に

指 数化 す る試みが されて きた。

1.人[1セ ンサ ス は,1927年 の以 降5年 ご と(西 暦 で 末 尾 が0と5の 年)に

実 施 されて きた。 しか し,1990年 以 降 は,費 用 が か さむ とい う理 由で 末尾 が0

の 年 の み とな り,10年 に 度 行 わ れ るこ とにな った 。
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セ ンサスの実 施 日は外 出禁止措置が と られ戸 別訪 問の 方法 で調査が 行 われ

る。調査の 当日は休 日となるために都市や町の住民が近隣の田舎に戻 ることが

多 く,と くに都 市人C-.1にお いて正 確性 に欠 け る と言 わ れ てい る。

経済活動 人日は,セ ンサ スの実 施 時 点 で,所 得 を得 る 目的 で少 な くと も…週

間 に ・日働 いた者,働 い て はい な いが 仕事 を もつ 者,仕 事 を もた ない が探 して

い る 者,の いず れ を も含 んで い る。

2.労 働 力 人 口 調査 は,1963年 に始 ま る第 一 次 五 か 年 計 画 の 基礎 資料 を得 る

目的で初めて実施 された。 これ以前の数値 は人 ロセ ンサ スにお ける経済活動 人

口な ど限 られた資料 を基礎 にサ ンプル調査 を行い推 計 された ものである。

1988年 に,ILOの 技 術 協 力 を得 てSISに よ る労 働 力 調 査 が は じま っ た。 こ

れ は都 市部 と農村部でサ ンプル調査 を行い この数値 を基礎 に全 国 レベルの推計

を行 うとい うものであ り,こ れ以 降は正 確 度 が か な り高 くなった。

失業者 と雇用 者の概念 は以 ドの ようである。

失業 者:a一 日]時 問以L働 き報 酬 を得 る 者で は ない 者

b過 去6か 月 間以 上仕 事 につ く努 力 を し,15日 以 内 に仕 事 を始 め

る準備 が あ る者

c12歳 以 上

この3つ を満 たす もの

雇 用 者:a一 日1時 間 以 ヒ経 済活 動 を行 って い る常雇い,臨 時 雇 い,自 己

雇 い,不 払 い の家 族 労 働者

b調 査 時 に い ろ ん な理 由で働 い て いないが就業 は してい る者

c12歳 以L

この3つ を満 たす もの

3.農 業 部 門 に関 して は,SISと 農 業省 農 業統 計 局が 農業 関係 の統 計 を作 成す

る機関であ り,農 業 省の 地 方 の組 織 に よって 作 成 され た ものが集計 される。

1964年 に 村 落 省 に よ っ て 農 村 調 査 が 実 施 され県単 位 に冊子 に ま とめ られ

た。調査項 目は,人 口,土 地利 用,土 地所 有,地 価,農 業機 械,化 学肥 料 の投

入 量,灌 概 水 利 な ど。 また村 にお け る インフラ も調 査 されて いる。1983年 に
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も同様 な調査 が実施 されてい る。

SISで は1980年 以 降,末 尾0の 年 に 農 業 セ ンサ ス を実 施 す る こ とに な っ

た。内容 は,県 単 位 に,農 家 数,経 営 規 模 別 農 家 数,作 物 別 農 地 面積,家 畜

数,機 械 数,灌 概 地面 積,化 学 肥 料利 用 農 家 数,農 産物 販売 量(国 の 組織,協

同 組 合,商 人,地 域 市 場 別),農 村 社 会 の 職 種 別 人lI(床 屋,雑 貨 屋,製 粉

所,大 工,鍛 冶 屋,織 工,旅 館 な どの 数)な どで あ る。

農業 生 産物 の生 産量 は流通 を国家が ト分に把握 していないため に大 ざっぱな

推計 になってい る。耕作 地面積 も同様 であ る。農地 に関 して は,長 期計 画 で土

地 台 帳 が作 成 され て いる途Lに あ り,政 府 は も と よ り個 々の 農家 も正確 には把

握 してい ない。

4.工 業 に 関 す る調 査 は,オ スマ ン トル コ時 代 の1915年 に は じめ て 実 施 さ

れ,結 果 は 「1913～15年 一L業セ ンサ ス」 と して 公 表 さ れ て い る。共和 国 に

なってか らは,1927年 に建 設 を除 くr業 部 門 を カバ ー した セ ンサ スが 実 施 さ

れ翌年に公表 された。 また,1932年 か ら41年 の 間 は 「工 業 化 促 進 法 」 との 関

連 で調査が実施 され,毎 年 公 表 さ れ た。1942年 に は この 法 律 の 廃 止 で 中 断 し

たが,51年 に農 業 を除 く経 済活 動 を カバ ーす るセ ンサ ス として復活 した。

対象 は人 口2000人 以 上 の 都 市 と町 で,人 目 が これ以 下の と ころ は サ ンプ リ

ングで調査 された。 しか しf対 象 に な った の は 「大規 模 」 に分類 される企業に

限 られた。 この分類 による 「大規模」 とは,62年 の セ ンサ スで は10馬 力以 上

また は雇 用 者10人 以上41963～80年 まで は雇 用 労働 者 に雇 用者 と仕 事 に従事

す るその家族 の数が10人 以.ヒで あ る。 また,83年 以 降 は 雇 用 労 働 者25人 以

上 が 対 象 と され た。

1981年 以 降,2600の 「大 規 模 」 企 業 の 調 査 が 毎 年 実 施 され る よ うに な っ

た。 この統計 は調査 に もとつ いてい るため正確度 は比 較的 高い といわれ てい

る。 しか し,対 象 が 「大 規 模」 に限 られ て いた ことか ら企業全体 を網羅す るも

のではない。

5.貿 易 統 計 は,輸 入 はCIF,輸 出 はFOBで 示 され て い る。税 関 で把 握 され

るた め共和 国成立時か ら統計が あるが,国 際基 準 で 分類 が 行 わ れ る よ うになる
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のは1963年 か らで あ る。

6.国 民 勘 定 は,以 上 か ら わ か る よ う に,信 頼 度 の 高 い も の は 少 な く と も

1960年 代 か ら とい っ て よい。1923～47年 は,T .Bulutay,N.Yildrimの 『トル

コ国民 収 入1923-48』 が 利 用 され て い るが 信 頼 度 は低 い。1948年 以 降 はSIS

が これ を担 当 した。

当初,国 民 勘 定の概 算 は異 な る基準 でい くつ かの研 究 グルー プに よる行 われ

て きた。1951年 に統 計 局 の局 長 の も と に国民 所 得研 究 グルー プが設 け られ て

基準 が統 一され,SNA基 準 に で きる だ け沿 っ た 形 で,産 業 活 動 の タ イ プ に よ

る 国民 総生 産,投 資財 の タ イプに よる固 定 資本 形成,サ ブ グル ー プ に よる国民

消 費 が 計算 され た。

いずれ にせ よ1990年 まで は情 報 源 な どに問 題 が あ っ た ようだが ,こ れ 以 降

は解 決 され た とい われ ている。 この年に基準年 を1967年 か ら87年 に 移 し,さ

らに 国民 勘 定 の項 目に含 まれ て いなかったい くつかの項 目が過去 に遡 って加 え

られた。

1993年 に国 民 支 出の ア プ ローチ で統 計 が作 られ始 める。 またSNAの 定義 に

もとつ いて統 計 が 編 成 され るようになる。

トルコの統計資料でSIS以 外 に公表 され て い る もの と して は,ト ル コ中央 銀

行(MerkezBankasi)のYllllkRepor(年 次 レポ ー ト)と 月 刊のTstastikve

Degerlendirme(統 計 ・評価 ブ リテ ン)が あ る。 前 者 は 当該 年 の トル コ と世 界

の経済状況,中 央 銀 行 の 活動 の概 要 に関す る レポー トであ り,付 録 と して統 計

資 料 が載 せ られ て いる。 また,ト ル コ実 業 銀 行(Turkiyei§Bankasl)も 毎 年

EconomikRepor(経 済 レポ._._ト)を,月 刊 でMonthlyIndicatorsofTurkey ,

MonthlyEconomicLetterを 公 表 して い る。

政 府 計 画 局(DevletPlanlamaT的kilatl)は5か 年 計 画 の概 要 を示 した年

次 プ ログ ラム,月 刊 で 「トル コ:主 要 経 済 指標 」 を刊 行 して い る。 また,定 期

刊 行 物 以外 に も さま ざ まな調 査書 を刊 行 している。

その他,財 務 ・貿 易 庁(HazineveDesTicaretMenstesan)や 農業 省

(TarlmBakanllk)な どの 省庁 か ら も統計 デ ー タが公 表 されている。 しか し定



218商 経 論 叢 第36巻 第3号

期 刊 行 物 は な い 。

全 国 商]二 会 議 所 の 本 部 で あ る ト ル コ 商 工 会 議 所(TurkiyeTicaret,

Sanayi,DenizTicaretOdaslveTicaretBorsalarlBirl磁i)か らEconomik

Repor(経 済 レポ ー ト)が 季 刊 と年 刊 で 公 表 され て い る 。 ま た,経 済 活 動 の 中

心 都 市 で あ る イ ス タ ンブ ル の 商 業 会 議 所 か らEconomikRepor(経 済 レ ポ ー

ト),MonthlyEconomicFigures,-1=業 会 議 所 か ら も 工業 関 係 の ニ ュ ー ス や 統

計 デ ー タが 定 期 的 に 公 表 され て い る 。

ニ トルコの経済政策 と工業化

国家経済研究所(SIS)が 推計を加えて作成 した長期統計の数字は時代 を遡

るにしたがって信頼度が下がる。 しか し,長 期の経済動向を知るためには不ロr

欠な資料であ り,経 済分析のための多 くの手がか りを与えて くれる。ここでは

主としてSISが 整理 し公表 した統計資料を利用 してyエ タティズムによる計画

的な経済開発 を始動 させた1930年 か ら,1970年 代末の経済危機 の時代 を経

て,自 由主義的な開放政策に踏み切る80年 代 までのおよそ60年 間の トルコ経

済の動向を概観する。 この間,政 権担当の 主体たる政党が頻繁に入れ代わりま

た大 きな政治変動を引き起こしだ 二度のクーデタがあったが,経 済政策の路線

は計画経済 と自由化を目指す動きとの間を揺れ動いた。 しか し,基 本的な政策

は…貫 して工業化におかれ,工 業化戦略 として国営企業 と民間企業の並行的な

発展を目指す混合経済体制が とられ,ま た1980年 代初めの経済開放政策への

移行 まで貿易規制や為替管理に象徴される閉鎖型の経済体制のもとで,保 護主

義的な輸入代替工業化政策が とられた。

1初 期 工 業化 とエ タ テ ィズ ム(1930年 代)

(1)エ タテ イズム の契機

オ スマ ン トル コの解体 後,国 家 消 滅 の危 機 に直 面 した トル コはケマ ル・ア タ

チ ュルクを指導者 に国土 回復 の 「独 立戦 争」 を戦 った。 その結果,1922年 の

ロー ザ ンヌ条 約 に よ っ て今 日の国土 を回復 しs翌23年 に共和 国 と して独 立 し
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た。独立後に起草された憲法では,共 和主義,人 民主義,世 俗主義,国 民主

義,改 革主義,エ タティズムの6つ が国家体制の枠組みとされ,フ ランス型の

国民国家をモデルに国作 りが開始 された。 この うち経済の枠組みとして重要な

のはエタティズムであ り,国 営企業を軸 とした計画的な工業化が憲法によって

トルコの進む方向とされた。

しか し,こ の政策理念 は独立当初 より明確化 されていた訳ではない。1924

年にイズ ミールで決議された経済政策の基本方針では,戦 後の世界経済の シス

テムの中で自由主義的な改革を行い民間における企業者精神を高めてこれを国

家が保護 ・育成することが提示 されている(Hershlag,1968)。 つ まり,自 由

主義 と民間主導がうたわれていたのである。欧米 孟導の国際的な秩序に従って

自由主義経済を採用 しようとしたのは,帝 国時代の負債を受け継 ぎながら荒廃

した国土 と経済を復興することが当面の課題 とならざるを得なかったか らだ

が,独 立当初には経済政策のベ ク トルは自由主義経済に向けられていたのであ

る。

トルコがエ タティズムに向きを変えるのは独立国として 一一応の安定を得た

1930年 代 に入ってか らである,,し か しこの政策変更には トルコをめ ぐる国際

的な経済環境の変化 も見逃すことができない。その一つが社会主義国ソ連の登

場による国際的 システムの変化であ り,ま た…つは1929年 に始 まる世界恐慌

である。世界恐慌の影響は,ト ルコにとっては,先 進国の外資導入が期待薄に

なったことと,輸 出が大幅に減少 して工業化のチ ャンスが損なわれたことの2

点において大きかったといえる。オスマン トルコ帝国の時代,ギ リシア人,ア

ルメニア人,ユ ダヤ人のマイノリテ ィーグループが資本家集団 を構成 し,貿

易a商 業,金 融の分野で活動 していた。 しか し,帝 国が解体 し民族主義的な ト

ルコ共和国が成立するとこれら資本家の多 くは国外に流出 し,近 代 トルコの建

設は著 しい資金不足で始った。このため,近 代国家建設に外国資本が期待され

たが,世 界恐慌によってこれが困難とな りしかも逆に外資が引 き上げられた。

世界恐慌の影響は貿易の面でとくに大きかった。 トルコか らの主要な輸出品

は,た ばこ,乾 燥果実などの農産物が額において圧倒的比重を占めていたが,
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需要の低 ードによって輸出が減少し,し かもこうした農産物の価格が大幅に低落

した。このため輸出額は激減 し,30年 代前半の総輸出額は20年 代後半と比べ

て3分 の2ま で落ち込んだ 【資料8-a】 。世界恐慌は農産物輸出国である トル

コに農業恐慌 として波及 したのである。国内市場は縮小 しまた資金調達の手段

を失ったことで萌芽期のL業 部門もまた打撃を受けた。

他方,恐 慌期は先進国の くびきが緩み遅れて工業化を目指 した国が独 自の政

策をとることが可能 となった時代である。自由貿易体制のrで は,こ の体制維

持が列強の支配の圧力をもって強制 された。大戦間期はこの19世 紀型の シス

テムが緩んだ時代であり世界恐慌がその重要な契機をなしたといってよい。 ト

ルコの政策転換は明らかにこうした世界システムの変容する時代的背景におい

て実施された。 また先進地域 との貿易が発展すればするほど非工業化が進み,

貿易の縮小と先進国からの資本移動が停滞する時代は工業化のチャンスである

というG.フ ランクのシェーマが妥当する時代でもあった。エ タティズムが農

J二の国際的分業と先進地域への経済的な従属を拒否するという意思 をもって

「独立のプログラム」とも呼ばれた所以 もここにあった。類似の政策はイギ リ

スによる保護国化の危機を脱 したイランでもとられたが,こ れも トルコ同様に

先進国のくび きが緩んだ時代に対外依存をなるべ く避けなが ら危機を乗 り切ろ

うとする自立的な経済建設の選択であったといえる。

次に トルコのエタティズムについてその具体的内容を示す ことにする。

(2)国 による資本形成

独立のプログラムでは,政 府は当初 より工業i化を目指 し1931年 には第…次

五か年計画が具体化 される。 この計画の特徴は一一つに資本を国内で調達する内

部蓄積型の工業化政策であ り,と りわけ国家が資本蓄積の主体 となって国営企

業を軸に工業化をすすめるという点にあった。工業化のための資本の蓄積と具

体的な企業の設立が国によって主導されたのである。

経済開発に必要な財政収入としては間接税 と直接税それに専売収入がある。

1925年 に帝国の時代の直接税であるウシュル税が廃 され所得税が制度化 され
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た。 しか し,徴 収の難 しさか ら実際には財産税が徴収 されたが,こ の額は財政

収入の15%前 後に過ぎなかった といわれているC,こ のため税収は主 として間

接税や関税収入それに専売収入といった徴収の容易な方式が とられた。間接税

としてはさまざまな物品税と印紙税があ り,専 売収入は輸人品や砂糖 などの消

費財の国家専売によって確保 された。

しか し,こ うした不完全な税制の 下では開発 に必要な資金の調達に限界があ

り,19世 紀 に ドイツなどの後進資本主義国が試みたような民間の資金を集中

する金融 システムを作ることが求められ,国 立銀行を設立してここに資金を集

中 して1業 化資金に当てる政策が とられた。具体的には,1933年,シ ュメル

銀行とエテ ィ銀行を設立,こ の銀行に開発資金 と民間の預金を集め,こ の資金

を鉱1業 部門に計画的に投資する方式である。 シュメル銀行には主として工業

部門の企業の設立と経営管理が,ま たエティ銀行には世界恐慌で外資が撤退 し

た鉱山の開発 と経営が担わされた。

衰1シ ュメル銀行傘下企業の工業生産額に占める割合(1939年,%)

綿 製品35

毛織 物60

人 絹100

皮 革62

靴90

紙100

セ メ ン ト55

コー クス100

銑 鉄100

過燐 酸肥 料100

鋼 鉄80

潤滑 油80

(出 所)Z.Hershla猛Turkey:TheChallengeofGrowth ,F-3ri11,1968,p.92

国家主導による開発はとくにインフラと工業化に重点がおかれた。インフラ

開発は,鉄 道,道 路などの建設が国家的事業 として,r業 化は,国 営企業を軸

に計画的に進め られ}そ の 一方で民間の資本形成が国の金融政策などで支援 さ

れ,官 民複合の 〔業化が 目指 された。工業は国営企業が鉄,セ メントなどの基

礎素材部門と,紙 皮革など農産物加工を中心 とした部門において計画的に設

立され,関 連する工業分野と綿1業 などの繊維工業の分野で民間の 工業化への

波及が期待 された。
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工業化戦略としてとられたのは国内市場志向の輸入代替工業化である。 この

戦略は第二次大戦後に多くの途上国で採用 されたものだが,ト ルコの場合,国

営企業を柱に計画的に進め られた点で特徴がある。 これに隣国ソ連の開発計画

がモデルとなったことは確かであろう。ソ連の五ケ年計画は大衆の大いなる犠

牲の上に遂行されたという事実がスターリン批判後に明らかにされたが,当 時

は世界恐慌の大波の中でこの影響 を受けることな く躍進する一r業化の優れた戦

略 と映っていたのである。

(3)貿 易 の 国家 管理

貿 易 の 国 家 管 理 は1929年 の 関税 自 主権 の 回復 が ・つ の 契 機 となった。1920

年 代 の トル コは 自由貿 易体 制の 下で慢性的 な貿 易赤字 に苦 しみ対外債務 を膨張

させ ていた。30年 代 に入 る と関税 政 策 に よっ て輸 出入の均衡 が図 られ輸 入が

規制 された。 この規制は世界恐慌の影響 で輸 出が大幅 に減少す る中で進め られ

たため貿易 を大 きく縮小 させ ることになった。輸入額でみ る と20年 代 か ら30

年 代 は じめ に か け て ほ ぼ 半減 して い る、,一方,輸 出 の 対 輸 入比 率 は,23～29

年 の 年平 均73%か ら,30～39年 の110%と 黒 字 基 調 に な った。 こ う した 政 策

が とられたのは当時の政治的 リーダーが経済成長 よ りも閉鎖型の独 立の プログ

ラムの実施 を優先 させ たため と考え られる 【資料 ・ 】。

図11923～59年 の輸 出の対輸入比

2.

1.5

1

5

kll1__

1923 1.929 1935 1941 1947 1953 19.59
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要約すれば,エ タティズムは民間資本が脆弱でかつ資本と市場 を海外に求め

ることが困難な時代に,国 が政策的に国内資源を動員 して国営企業を軸に自立

的な輸入代替工業化をはかるというものであった。こうした政策は,経 済の従

属化を拒否するナショナリズム的な側面をもつ一・方,世 界恐慌期に独立国たる

途h国 がL業 化を進める上で採 らざるを得なかった選択でもあったといえる。

しか し,ま だ独 立後多 くの年月を経ておらず資本や インフラの欠如 した国民国

家形成の過渡期にあ り,少 ない資源を経済の諸部門に分散的総花的に振 り向け

ることは適切ではなく,人 口の4分 の3を 占めていた農業部門は貿易政策や税

制 を通 して国家的な資本蓄積にいわば奉仕する部門として位置づけられた。ち

なみに,1930年 代には一1二業の成長率が年間平均11%の 成長を示 したのに対 し

て,農 業は農地が拡大 したにも関わらず5%で 相対的に停滞 し,格 差が拡大

したことで農業者の間に不満 もまた生まれていた 【資料2-a】 。

2経 済の自由化 と挫折(1950年 代)

エタティズム体制は第二次世界大戦後に至って修正が求め られるようになっ

た。エ タテ ィズムを支えた社会層は,計 画経済によって経済的利益を保証され

た国営企業の従業員や公務員それにアタチュルクの政治思想の信奉者が多 く,

体制への批判はこの利益集団を支持基盤 とする共和人民党に向けられ,民 主化

要求という形がとられた。

農業部門の批判はとりわけ富農や地主層からのものである。主たる批判点は

戦争で荒廃 し開発が必要であった時期に財政支出が工業部門に重点的に振 り向

け られ,農 業はその奉仕者として公平性がはか られなかったことにあったと

いってよい。 ・方,資 本家層は保護主義的な経済政策から利益を引 き出 してい

たが,ア メリカとの関係が強まりマーシャルプランによって多額の援助 を得て

これを開発に振 り向けていた時代に民間企業の自由な経済活動のチャンスの保

証を求めていた。これ らの要求は民主党によって くみ上げ られ,1950年 に実

施された複数政党制導入後の2回 目の国政選挙で,民 主党が共和人民党に対す

る批判票を集めて勝利すると,首 相になったメンデレフはそれまでのエ タティ
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ズム と閉鎖型の経済体制 に対 し自由化 を強め る路線 をとった。

エ タテ ィズム体制 は外部か らも修正の要求 を受けた。 これは冷戦構造が国際

政治の枠組み となる1940年 代 半ば に 西側 と くに ア メ リカか らの ものであ る。

戦後aソ 連 が伝 統 的 な南 ド政 策 を強 め る とこの対抗処置 として トルコはア メリ

カに接近 した。1947年 の トルー マ ン ・ドク トリンで 地 勢学r_の 重 要 性 が確 認

され る と トル コ はNATOに 加 盟 し軍 事 的 な 西側 の 一・員 に な り,そ の 見返 りと

して マ ー シ ャ ルプ ラ ンの援 助 を得 て ヨー ロ ッパ経 済協 力機構(後 のOECD)

に加 わ る こ とが で きた。 マ ー シ ャ ルプ ラ ンでは1948年 以 降130億 ドル の援 助

を受 け取 った が,こ う した 西側 の 戦略 の なか で資 本主義 的発展に よる社 会的 な

安定化が求め られ,民 主化 と 自由化 の圧 力が 強 め られたのであ る。

民 セ党は政権獲得後 にエ タテ ィズム を修 正する政策転換 を進めた。 この主た

る もの は以Fの3点 で あ る。

a民 間 企業 と農 業の 重 視

b国 営 企業 の払 い ドげ に よる民営 化 の促進

c貿 易 の 自由化

民 主 党 政権 の経 済政 策 は内需拡大策 を ・つの特徴 としていた。国の開発資金

は,道 路 な どの交 通施 設 の 建 設 と整 備,水 力 ダム開 発 と灌 概事 業 な どの インフ

ラ開発,鉄 鋼aセ メ ン トな どの 基幹 産 業 部 門,そ れ に 農業 関 連部 門へ 振 り向 け

られ た。その規模 は国家予 算の枠 を30%も 越 え る 大 き な もの で,国 内 と海 外

か ら資 金が 調 達 され た。 また外国資本を呼 び込むため に規制の解除 と便宜供 与

がはか られ,1947年 と54年 に外 資 導 入法 が 施 行 され た 。 これは当時の途f国

の法 の なか で は最 も規制 の ない 自由なもの といわれている。

農業 関連部門に対 しては財政か らの 支出の他 にマー シャル ・プラ ンの援助 資

金が投 入 されs灌 概 事 業,農 業 信 用 の拡 大,農 業の 機械 化 の 普及 のた め の補助

金,そ の他 の 改 良事 業 に運用 され た。 トラクター導 入はマーシャル ・プ ランに

よる援助 資金の ・重 点項 目を な した もの であ り,ト ラ ク ター一数 は1948年 の

1756台 か ら1955年 の40282台 まで23倍 に増 え た 【表2】 。 また,小 麦 や 綿 花

な ど主 な農 産物 に対 して価格支持 政策が とられ た。 こうした農業重視 の政策 に
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表2ト ラクター数の推移

1948年

1952年

1955年

1960年

1965年

1970年

1975年

1980年

1985年

1756

31415

4022

42136

54668

105865

243066

43fi3fi9

583974

表3農 地 面積 の推移(100万 ヘ ク ター ル)

}948年

1950年

1955年

1960年

1965年

1970イ1こ

13.8

14.6

21.0

23.3

23.9

24.3

より農業部門で投資が進み50年 代に耕作地面積は大幅に拡大 した 【表3】。 ト

ラクター化を契機に未利用地や放牧地の農地化が進み,富 農や地 セによる企業

的経営が刺激 された。 しか し他方で,こ うした農業部門への資金の投入は,富

農や地 セと 般 農民 との所得格差を拡大 させる原因ともなっていた。

・方
,1:業 部門は,1950年 か ら8年 間に生産額が実質でほぼ2倍 に伸 びた

【資料2-a】 。民 監党政権が民間企業のための利益誘導 を行ったこともあ りy

民間部門の成長が相対的に大 きく,同 期間に製造業製品の出荷額に占める民間

部門の割合は41%か ら56%に 増えた。 もっとも民間部門が国営部門を凌駕 し

たのは繊維1:業 分野だけであった。繊維工業では1959年 に民間部門が67%を

占めていた 【資料7】。

貿易額は規制が緩和 されたことで急増 した。輸入は1951年 と52年 に大幅な

伸びを示 し,伸 び率は対前年比でそれぞれ41%,38% ,2年 間でほぼ倍増 して

いる 【資料8-a】 。とくに開発にともなう投入材の輸入が増え,政 府の開発投

資に対応 した動 きを示 した。この間,輸 出も38%伸 びたが,こ れは朝鮮戦争

時に農産物の国際的な需要が増 大し国際価格が ヒ昇 したことが影響 した。

経済成長率は,自 由化が進み政府や援助による開発資金によって民間の活力

が高 まったことで50年 代前半期 には高い水準 にあ り,1950年 は9.3%,51

年から53年 までは12%前 後で推移 した。農業部門は,気 候の影響を受けて変

動がみ られたが農地面積が急増 し農業投資が活発化 したこと,ま た価格支持政

策が とられたことで成長率が高 く,工 業部門も57年 までは年10%前 後の成長



226商 経 論 叢 第36巻 第3号

率 を維持 していた。

しか し,50年 代 後 半 に な る と状 況 は悪 化 した。過剰 な 支出 に よって財政 赤

字が拡 大 し,輸 出 も朝 鮮 戦争 後 の 国 際 的 な農 産物価格の 下落が影響 して54年

には大 幅 に減 少 した こ とが影 響 して成長率 は大幅 に低Fし た 【資 料8-a】 。 こ

の ためf政 府 の対 外 債 務 が増 大 し,外 貨危 機 に陥 っ た こ とで 輸 入規 制 を余儀 な

くされ,物 不 足 が深 刻 化 して物 価 がL昇 した。 イ ンフ レ率 は56年 以 降 は年 間

15%を 越 え トル コ通 貨 の 価 値 は ド落 した。対 ドル為替 レー トは国 内産業の保

護iを目的 に政 策 的 に 高 く維 持 され ていた。 しか し,輸 出が停 滞 して経 常 収 支 の

赤 字 が慢性化 して対外債務が増大 した ことで レー トを維持す るこ とが困難 とな

り,ト ル コ の 通 貨 で あ る リ ラ は そ れ まで1$=2.8リ ラ で 維 持 さ れ て き た

が,1958年 に は 一一気 に9.0リ ラ に 大 幅 に 切 り ドげ られ た 【資 料15】 。 ま た

1959年 に は4億 ドル以 上 の 債務 の 返 済が 繰 り延べ られた。

1950年 代 の 民 主 党 政 権 の 時 代 は,エ タテ ィ ズ ム の 計 画 経 済 期 とは 対 照 的

に,「 経 済 政 策 に プ ラ ンが な くバ ラ ンスの 欠けた形 で成長 した時代」 と言われ

ている。 自由化 と過剰 な投資 によ り工 業化は進み農業 も発展 したが,そ の 後半

期 には債 務 の拡 大 と外 貨 危機に よって行 きづ まった。 また,民 営 化 が予 定 され

てい た が,共 和 人民 党 の支持 者 や 国営 企業 の労働 者階級の強い反発があ り実現

で きなか った。エ タテ ィズムの計画経済は修 正された ものの,国 営 企 業 を機 軸

とす る構 造 は基 本 的 に変 らなか った といって よい・

3エ タテ ィズ ムへ の 回帰(1960,70年 代)

1960年5月,ク ー デ タが 起 こ り民 主 党 の 政 権 が 崩壊 す る。 メ ンデ レス政 権

が ア メリカに過度 に接 近 し独裁化 を強めた こと,ま た ア タチ ュル クの 政 治理 念

を踏 襲 した共和 人民党 を抑圧 し大衆運動 を弾圧 したこ と,こ れ が ア タチ ュ ル ク

主 義 者 の 多い 軍部の反感 をかった。 しか し,こ の背 景 には経 済 の 停滞 と イ ンフ

レの問題が あった。1950年 代 に は都 市化 が 急 速 に 進 ん だ が,都 市 に は この 人

口 を吸 収 す る だ けの雇用が生 まれず失業問題が深刻 化 してお り,こ う した社 会

構 造 の変 化 が社 会 不 安の要因 となっていた 【資料4】 。
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クーデタ後の1961年,軍 が指導権を握っていた国民統 …委員会によって民

主化,経 済開発,安 定成長などの条項 を盛 り込んだ新憲法が起草 され,総 選挙

を通 して民政が回復 した。この時代の経済の基本方針はしたがって憲法に則っ

たものであ り,経 済 ・社会 ・文化の全体 に関わる包括的な発展を計画的に目指

す15年 の長期構想が立て られ,国 家計画機構(SPO)が この実現の機関 とし

て組織 された。この長期構想には,貿 易収支の均衡化,農 地改革,雇 用問題の

解決,所 得格差の是正など,50年 代に トルコ社会が抱えた問題の解決が課題

とされた。その基調をなしたのはアタチュルクの時代におけるエ タティズムの

理念でありfIl業 化 ドライブによる計画的な経済発展であった。つまり,混 合

経済体制のもとで閉鎖型の輸入代替工業化を開発の戦略 とするというものであ

り,固 定資本投資の50%を 公的部門に振 り向けることとされた。

しか し,こ のいわばエ タティズム体制への回帰の構想は必ず しも遵守 された

訳ではない。60年 代に長期に政権にあった公正党は50年 代の民主党の系譜を

引 き,憲 法 ヒの制約を受けながらも民間の資本家層や農村の中上層の利害を経

済政策に反映 させ 自由化を志向していたC)こ のため具体的な政策と憲法による

開発構想 との間にずれが生 じ,し ばしば政治的な読み替えが行われた。たとえ

ば,農 地改革は農業部門への投資を促す農業改革にす り替えられ,ま た安定成

長の経済政策は財政支出を増や して国内消費を刺激する内需拡大政策に移 し替

えられた。農業部門でみると,農 業の機械化,化 学肥料の普及,品 種改良,灌

概水利事業が推進されたがyこ れは農民一般 の利益 というよりも企業的農業へ

転換を進めていた富農や地主の利害 と 致 し,農 業関連の工業をも刺激するも

のであった。

低金利によって民間投資の誘導もはかられた。 インフレ率を換算 した実質金

利をみるときわめて低 く年によってはマ イナスとなっている 【資料18】 。低金

利は高い利潤率を保証し,わ ずかな自己資本で資本形成を可能としたため 「資

金が5%前 後で新企業が設立できた」 ともいわれた(E .Turkan,p.52)。

国内的な競争の規制 も工業化を進める政策の 一つ となった,、市場では輸入規

制によって外国製品 との厳 しい競争を回避できたが,国 内的にも独占の供与や



228商 経 論 叢 第36巻 第3号

価格の管理に よって保護 され た。

また,外 資 の導 入が は か られ た。1954年 に制 定 され た 外 資 導 入 促 進 法 は規

制 が比較的弱 く,食 品,繊 維,石 油化 学,家 電,自 動 車 な どの部 門 で資 本 の 導

入 が 進 んだ。66年 に は フ オー ド資 本 と提 携 して トルコで初め て国産車の生 産

が 開始 され,家 電 工業 で も外 資が 導 入 され た。 しか し,閉 鎖 経 済 期 には外 資 に

とっ て トル コはあ ま り魅力が な く1979年 まで に認 可 され た の は わず か に2.3

億 ドル に過 ぎな い。 開 放政 策 が と られた1980年 か ら88年 まで に 認 可 され た額

が29億 ドル だ った か ら規 模 が非 常 に小 さかったこ とがわか る。

貿易においては保護主義的であ り,貿 易 収 支の均 衡 を はか りなが ら輸 入代替

工業化 を推進す る目的か ら,関 税 政 策 や輸 入規 制 また輸 入 割 当制 な どで直接 的

に制 限を加 えた。輸出はこれ を奨励 しなが ら輸入 は規制 した。工 業化 に必要 な

資本財 や原料 の輸 入 は優 遇 された。為替 は1980年 ま で 固定 相 場 制 が と ら れ

(1980～89年 はペ ック制,89年 以 降 は変 動 相場 制),リ ラの 対 ドル為 替 レー ト

は実体 よ りも高 く設定 され,1業 化 に必 要 な資 本財 や 原 料 の安価 な輸 入の道 を

開いた。 その 一一一方で,消 費 財 に対 して は国 内の1業 製 品 と競 合す る製 品の 輸 入

が 禁止 的に制 限された。 ちなみにr_業 製 品 の輸 入関税 率 は品 目に よって差が大

きいが1970年 代 に は30%前 後 で あ っ た 【資料16】 。

15年 の長 期構 想 で は貿 易の 均 衡 が 目指 された。 しか し,貿 易 赤 字 は6,70年

代 を通 してほ とん ど回 復す る こ とがなかった。 これ は,後 にみ る よ うに耐 久消

費 財 工 業が 発展するに伴い原料や中間財の輸入が増大 した ことによ り,ま た石

油 危 機 以 降 は石 油代 金 が跳 ね上が った ことの影響 も大 きかった。輸入原料の3

分 の2以 一ヒは石 油 で 占め られ,こ れ が 発展 途L国 般 と同様 に経 常収 支の 赤 字

の原 因の 一一一つ となっていた。

4消 費構造 の変 化 と輸 入代 替 工 業化の問題点

トル コで は輸入代替一1業化 が1980年 まで 一一一貫 して工 業 化 の基 本 的 な戦略 と

されたが,こ れ は 中 東随 …の 農業 国 で あ りまた鉱物資源 に恵 まれている とい う

条件の下で可能であった とい って よい。1952年 か ら57年 の6年 間 で み る と,
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工業部 門には総投資の21.7%が 振 り向け られ工 業 生 産 は年 平均12.5%の 高 い

成 長 率 を示 した。 釜要 な投 資 先 となった分野 は鉄や セ メ ン トの素材 「業 と砂

糖,綿 製 品,毛 織 物 な ど農 産 物 を原料 とす る工 業であ り,原 料 自給 的性 格 の 強

い分 野 の発 展 が促 された。

この点 は1960年 代 も基 本 的 に変 りが ない 。 農 産物 加工 とr芸 作 物 を原 料 と

す る1業i品 目で い え ば,繊 維,製 粉,砂 糖,食 用油,茶,た ば こ,パ ス タ,

酒 類 な どの 出荷 額 が 高 く,工 業 製 品 出 荷 額 全 体 の66%を 占め て い た。 つ ま

り,農 産 品 を 主 と した原 料 自給 型,国 内 市場 依存 型 の 一r二業 を特 徴 と して い たの

で あ る 【資料6】 。

1965年 の時 点 でみ る と,繊 維 と衣類 は製 造 業 付 加 価 値 の18%を 占 め て い た

が,原 料 とな る綿 花 と羊 毛 は いず れ も国内で 自給で きた。綿花は地 中海性 気候

の沿岸地方 に特 産地が広が り,国 内 市 場 を まか な い さ ら に最 大の輸 出品で も

あった。 これは 毛織物 や じゅうたんの原料 である羊毛につ いて も同様である。

化学,機 械e電 気 の 【業 分 野 の成 長 に よ って農産物 を原料 とする軽f業 の シェ

ア ー は 徐 々 に低 下す るが 【資料6】,主 要 な 「業 分 野 で あ った こ と に変 わ りは

ない。

1963年 か ら15年 の 長 期 開 発構 想 で は,期 間 を分 け,第 ・次(1963-67),

第.二 次(1968-72),第 三 次(1973-77)の 中 期 計 画 に も とつ い て 実 施 さ れ

た。 このいずれ も計画で もi業 化 が 開発 の 中心 にお か れ たが,そ の特 徴 をみ る

と,第 一次5か 年 計 画で は 国 内市場 向 けの消 費財L業 とこれ に関連 す る中 間 財

と資 本財 生産の分野 に重点がおかれ,第 一二次 五 か 年計 画以 降で は比 重が重化学

r業 に シフ トし,こ れ らの分 野 の 輸入 代 替が 目指 されている4,

この1二業 化 の戦 略 ヒの変 化 は国 内 におけ る消費構造 の変化 を反映 している。

1960年 代 か ら70年 代 にか け て 国民 … 人 当 た りの 所 得がか な り ヒ昇 してお り,

所 得 の 上 昇 に よって 国民 の消 費性 向に変化がみ られ,大 衆 消 費財 に対 して耐 久

消 費財 や化 学製品へ の需要が増 大 した とい うことである。国民 一'人当 りの実 質

所 得 を1950年 との 対比 でみ る と,67年 に は1.7倍,80年 には2.3倍 とな って

お り 【資 料1】,所 得 の上 昇 が消 費構 造 を変 え これが また 正二業部 門の構 成 に影
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響 を与 え,こ の た め 開発 戦略 も軽 工業 部 門の大 衆消費財か ら重化学工業部 門に

重点 を移 した とい うことである。

工 業製 品の出荷額 の分野 別 シェアーの推 移 をみ る と,1960年 に は 食 品1二業

は43.2%,繊 維 工 業は22.4%で あ っ たが,1980年 に はそ れ ぞれ20.0%,13.0%

に低 下L'代 っ て化 学,機 械 金 属 な どの 部 門が 大 き く伸 びてい る 【表4】 。

生 産財 で は鉄鋼 製 品や セ メ ン トに加 えて化学肥料 などの消費が増 え坐産比率が

高 まり,原 料 自給 的 な大 衆消 費財 の生 産 比率が低 ドした。閉鎖経済の ドの トル

コで は工業製品の輸 出比率が小 さ く,こ の た め1二業 製 品 に とって の市場 は 国内

の シェアーが圧倒的であ り,そ れ ゆ えに1業 部 門の構成 は 国民 の消 費性 向 に直

接影響 を受けたのである。第二次五か年計 画以降にこの分野の輸 入代替工業化

が主要 な 目標 とされたの はこうした需要の変化へ の対応 とい う意味があ り,中

間財 や資 本 財 の生 産拡 大 が と くに国営.1二業にお い て推 進 され,国 営 企業 が 中 間

財 と資本 財,民 間企 業が 耐 久 消 費 財 を生 産 をす るとい う分業関係がみ られ るよ

うになった。

表4工 業製品の出荷額の構成

農産物加1二品 ・食品

繊 維

化学

金属

金属製 晶 ・機械 ・輸 送

1960イi三

43.2

22.4

11.0

7.6

7.J

1970年

30.9

15.3

17.2

×3.5

14.4

1980年

20,0

12.9

31.3

10.1

16.2

(注)「 化 学 」 は 石 油 関 連,セ ラ ミ ッ ク,肥 料,セ メ ン ト,ガ ラ ス,皮 革 な ど を 含 む 。

(出 所)Statisticallndicatorsl923-91,PP.210-220.

耐久消費財の中で,自 動車 と家電製品は1960年 代から消費が増え70年 代に

なると…般家庭に普及 し始める。 しか し,こ れらの 」業 は高い技術の蓄積の一L

に成 り航つため先進国からの技術移転が求められる。部品などの中間財を国内

で自給するだけの技術の移転が行わなければ,こ れ らを輸入によってまかなう

組み立て工業的性格をもたざるを得ない。政府 もその開発計画において」二業部

門内部の連関を重視し,消 費財,中 間財,資 本財の面でバランスをとる工業化
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戦略がとられた。 しか しながらf現 実には主に国営企業が担った中間財 と資本

財生産が大きく遅れをとった。その理由は,つ に,政 府は外資の導入を積極

的に進めたが外資の多 くは消費財生産部門と石油化学 また第 一三次産業に集中

し,輸 入代替に欠かせない中間財,資 本財生産rで の技術移転が進 まなかっ

たことである。 また一・つには,政 府の保護政策と国内市場の独占さらに国営企

業においては経営の非効率性 により技術の蓄積がお くれたことである。工業製

品の市場をみると国内市場は保護政策によって護 られてお り1国 内占有率では

1965年 が94.5%,70年 が91.7%,75年 が95.1%と きわめて高 く,自 動車や

家電などの耐久消費財は製品の輸入が規制 されていたか ら市場は独占的であっ

た。

このため,耐 久消費財の生産増加は原料や部品などの中間財の輸入を大幅に

増加 させる結果を招いた。 とくに外資 との合弁によって進め られたモ ンター

ジュ工業(そ の中心は家電と自動車)の 生産増加は,こ れを支える資本財や中

間財の国内における生産が遅れたことで輸入を増加 させ,輸 人代替1業 化によ

るL業 化の展開が輸入をむ しろ大幅に増大させるという問題を発生させた。こ

れは多 くの発展途 ヒ国の経験 したことであるが,ト ルコの場合は徹底 した保護

主義が技術革新を抑制 したという側面が強 く,競 争の欠如によって国民所得の

L昇 による消費構造の変化に対応できなかったとい う問題があった。

中間財や原料の輸 入増は輸入額全体 を膨張 させた。tiう までもな く1974年

以降の輸入の増大にはオイルショックによる石油価格の高騰が影響 している。

1960年 代には原油輸「入額は輸入総額の5%前 後 に過 ぎなかったが,オ イル

ショック後は20%前 後に急増 している 【資料13】。 しか し,Il業 部門の構造

的な側面で誌えばy消 費構造の変化による耐久消費財の需要の増加がこの時期

の輸人増の理由であったといってよい。資本財とともに中間財や原料の投入財

の輸人が大幅に伸び輸入額を押 しあげたのである 【資料13】。

・方
,輸 出は農産物のシェアーが徐 々に低 ド傾向を示 したものの1978年 に

おいてなお輸出全体の67%を 占めていた 【資料9】。 また輸出の27%を 占め

るr二業製品もその94%ま でが繊維製品であった。繊維 を除 くと1二業製品の輸



232商 経 論 叢 第36巻 第3号

出力 は著 しく小 さかった とい うことである。輸 入が大幅 に増加 したに も関わ ら

ず 輸 出 は停 滞 し,こ の 結 果 丁貿 易 は 赤 字 を 拡 大 す る こ とに な っ た。 と くに

1974年 か ら80年 まで の7年 間 は輸 入額 は輸 出額 の2倍 以 上 に な って い る。 赤

字 はそ の 一部が急増 した海外 出稼 ぎの送金で補 われ たが,経 常収 支の 赤 字 は輸

出額 に匹 敵す る額 を毎年記録 した 【資料8-b】 。

経 常 収 支 の赤 字 の構 造 は 対外 債 務 を累積 させ,1970年 代 末 に は債 務 額 は輸

出 額 の6倍 以 上 に及 び トル コ は 重債 務 国化 した。 この ため外 貨不足が深 刻化

し,政 府 は輸 入規 制 を強 め て貿 易 収 支の回復 を図 らなければな らない状況 に 甑

ち至 り 【資料8-b】,消 費財 は も とよ り資 本 財や 中 間財 の輸入 も抑 制 された。

このため,工 業 生 産 は停 滞 し,も の不 足 が深 刻 化 して イ ンフ レが加速 された。

卸売 り物価の一h昇率 をみ る と,1970年 代 前 半で20%前 後 であ ったが,78年 に

は54%,79年,80年 に は そ れ ぞ れ75%,90%と 大 幅 に 高 ま り,ま た この2

年 間 の実 質 経済 成 長率 は マ イナ スを記録 した。 とりわけ工業部門はそれぞれ一

5.0%,-3.7%と 大幅 な 落 ち込 み をみ せ た。

1975年

1976年

1977年

1978年

1979年

1980年

表5

GNP成 長率

s.

9.3

3.0

1.4

-0 .7

-2 .3

1970年 代後半期の経済指標

物 価L昇 率

(卸 売 物 価)

lU.2

15.6

24.1

52.6

64.0

1(}7.3

経 常 収 支

(1{》0万$)

1648

-LO29

3140

1268

-1413

-3408

対 外 債 務

(100万$)

4480

6889

10818

13794

1`3604

16227

したがって,1970年 代末の トルコの経済危機には,輸 入代替r_業 化戦略 に

よる閉鎖型経済が もつ構造的矛盾が露呈したもの といってよい。国民所得のL

昇にともなう消費構造の高度化に工業化が対応で きなかった ということであ

る。また,閉 鎖型の経済政策の ・つの特徴である保護i主義のもつ欠陥も露呈し

た。競争の排除と工業化のための様々な優遇措置によって工業部門には高い利

益率が保証 されたが,競 争の原理が機能せず,非 効率で競争力の弱い脆弱な工
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業部門を発展させ,こ のことが国内の原料 自給型の軽 工業から重r業 にシフ ト

する時点で,矛 盾を析出させることになったのである。

5経 済開放政策の行方

以上からわかるように,1970年 代末の経済危機はエ タテ ィズム体制の もつ

構造に起因 し 過 性のものではなかった。 ここで言うトルコのエタテ ィズムは

単に混合経済を指すのではなく,輸 入代替工業化 とこの枠組みをなす閉鎖型の

経済の全体を包摂する体制そのものであ り,危 機に際 して国の外 と内か らこの

体制への修正の圧力がかけられた。

外か らの主たる圧力はIMFの 構造調整の圧力である。債務の返済繰 り延べ

の要求に対 してIMFが トルコに求めたのは国営企業の民営化,賃 金引 き ド

げ,財 政支出の縮小,そ れに市場の開放 といったエ タティズム体制を根本から

揺るがす内容であった。 ・方,国 内的には経済危機にともなう政治的社会的な

不安の解決に出動 した軍の要求である。 クーデ タは混乱の沈静化を目的として

いたが,軍 制 ドで 「経済安定化プログラム」が具体化 されてお り,政 治的安定

を目的とした改革が求め られていたといってよい。このプログラムではインフ

レの抑制,貿 易収支の改善など当面の経済問題の解決 と自由化が示されてい

た。民政に移行 した83年,首 相に就任 したオザルは閉塞状態からの脱却 を経

済の自由化によって進めようとするさらに 歩 進んだ積極的な政策を推 し進め

た。個 々の検討は割愛するが,以 下でその室要なものを列挙する。

a財 やサービスの価格の自由化

b銀 行利子の自由化

c為 替管理制度の廃止 と貿易制限の緩和

d変 動相場制への移行

e国 営企業の民営化促進

f外 資導入の奨励

こうした経済開放政策へ舵 を向けて以降輸出は大幅に伸びた。輸出額の対

GNPで みると,1970年 代は3%前 後 に過 ぎなかったが,開 放政策へ移行 し
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て後 にr_昇 し,1980年 代 半 ば に は10%と な っ た。 この 間,貿 易 額 は実 質5倍

に伸 びて い る。 輸 出 品 目 もそ れ まで農産物 中心であったが鉄鋼製品や衣料 ・繊

維な ど一1二業製 品の比 重 が 高 ま った,,方,輸 入 は輸 出以Lに 伸 び た。 こ れは,

・つ に資 本 財や 中 間財 の輸 入 が増 えたことに
,ま た 一つ はかつ て 禁 止的 に規制

され てい た消 費財の輸人が 自由化 された ことによる。 このため,貿 易収 支 は好

転 せ ず にむ しろ悪 化 して,累 積 債 務残 高 は93年 に670億 ドル を越 え,返 済 の

繰 り延 べ 問 題 か ら総 需 要 を抑 制す る緊縮政策 を求め るIMFの 勧 告 を受 け入 れ

て 再建 を はか る とい う厳 しい状況におかれた 【資料8-b】 。

90年 代 は じめ,ト ル コの エ コ ノ ミス トの 間 で 韓 国へ の関心が 強 ま り,ト ル

コ と韓 国の経 済 を比 較 した本 が出版 された。 この ドたる関心事 は経済開放政 策

に転換 して10年 が 経 過 しなが ら,イ ンフ レ と累 積 債 務 に苦 しんで い る トル コ

の経済 を,類 似 の政 策 を取 りなが ら高度 成 長を続 けた韓 国 と比較検討するこ と

で出口 を探 ることにあ った と思われる。

表6ト ルコと韓国における国民一人当たりGDPの 推移($)

196?イ ト

トル コ221

韓 国70

1970{1

523

L50

こ1979イ1三1989{1三

18372005

1404999

表7ト ルコと韓国における輸出額の推移(億 ドル)

1962年

ト ル コ3.5

韓 国o.4

1970イF1989イF1989研 玄

5.929玉16

8.4175623

1960年 代 半ば に時 点 で み る と,こ の2国 は 工業 化 を進 め る上 で 比 較 的似 た

条件 にあった といって よい。 人IIは いず れ も3000万 人程 度 で,原 料,ll∫ 場,

労 働 力 な どの点 でi二業化 の 基盤 とな る農 業 部門 は 高い潜 在力 を もっていた。 ま

た,国 際 的 な環境 も類 似 し,冷 戦 ド,西 側 の 対 共産 圏 の 重要 な軍事 拠 点 として

多 くの援助 を引 き出 していた。 ただ,国 民 一人 当 た りの所 得 と輸 出額 では トル

コの方がい くぶん高い水準にあった。
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しか し,70年 代 に入 る と,経 済 成長 率 で 大 きな 差 が 開 い た。国民 …人 当た

りの所得 では韓 国が80年 代 は じめ に トル コ に追 い つ き}89年 に は2.5倍 まで

差 が 開い た 。 この 傾 向 は輸 出 額で はさ らに顕 著で あ り,韓 国 の 輸 出 額 は1955

年 に トル コの9分 の1程 度 に過 ぎな か った もの が,60年 代 半ば に は トル コ を

追 い越 し,輸 出志 向 のr二業 化 が 軌 道 に乗 っ た1970年 代 に な る と格 差 は大 き く

開 い た。 輸 出の対GNP比 で み る と,韓 国 で は60年 代 は じめ が わ ず か に3%

前後 で あ っ た の が70年 代 に は25%前 後 に 大 き くL昇 し,輸 出 力 がGNPの 牽

引力 を な した。 しか し,ト ル コで は70年 代 に3%前 後 と小 さ く,経 済 開放 政

策 に転 換 した80年 代 に な っ て よ うや く10%前 後 に達 して い る 【図2】 。 開 放

政 策 へ の移 行 の 時期 的 な ずれ,す な わ ち トル コが 韓 国 よ り10年 以h遅 れ た と

い う タイム ラ グが経 済 発展 の時期的なず れ とな り,遅 れ た トル コで は韓 国 ほ ど

に順 調 に輸 出 もGNPも 成 長 させ な か っ た と い う こ とで あ る(G,Capoglu ,

1992)o

図2輸 出の対GDP比 率の推移(ト ル コと韓国)
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もっとも韓国は発展途L国 のなかで例外的に高い経済成長率を実現 した国で

あ り,こ の比較をもって トルコの工業化の停滞を論 じることはできない。製造
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表8ト ル コの輸 出地域(地 域 別 シェアー%)

OECD諸 国

内EC

中東諸国

1985イt三1990イ 吾こ

51.568.O

X10 ,253.2

42.817.9

業の付加価値額は1965年 から80年 の間に実質で3倍 に増え,GNPに 占める

鉱工業部門のシェアー も15.7%か ら20.6%へ と高まっている 【資料2-

b】。 しか し,工 業力と輸出力には大きな差があったのである。

韓国が経済開放政策によって工業化に成功 した理由として,大 市場の存在,

資本の導入と技術移転の条件が しば しば論 じられてきた。市場 として北アメリ

カ,資 本と技術では日本とアメリカの役割が強調されたのである。 この点では

トルコも似た条件にあった。 トルコにとっての市場は近接 したECと 中東産油

国それにアメリカであ り,と くにECは 輸出の半分以Lを 占めていた。資本の

導人と技術移転についても決 して悪い条件 ドにあった訳ではない。 しか し,市

場 という点ではECは 域 内に トルコと競合す る国が存在 したことか ら韓国に

とってのアメリカのようには開放されていなかった。このため トルコはEC加

盟を政治的な最重要課題 として努力してきたが未だに実現 していない。

国内的にも解決すべ き問題を多 く抱えてお り,そ の主要な点を以 ドに羅列す

る。

aエ タティズムのもつ問題点

計画経済 と保護主義が長 く続いたため,経 済開放政策へ転換 した後 も工業部

門は対外的に競争力の弱い体質を残 してきた。また肥大化 した公的部門は合理

化を望まない利害集団として強い政治的影響力をもっているために競争原理が

導人されず,組 織の硬直化を招いている。 この点に関しては トルコの政治的土

壌 とも関係がある。80年 代,多 党化が進み複数政党による連合政権が参加政

党を変えなが ら続 き,財 政支出のばらまきによって大衆の支持 を取 りつけるポ

ピュリズム的政治風土が生まれ,こ れが合理的な経済政策を妨げた。一例を挙

げると,公 務員や国営企業の従業員が50歳 で退職 した場合,年 金 として退職

時の9割 近 くが生涯保証された。 また資本家層の要求に答える形で開発路線 を
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継続 して過剰な投資が行われてきた。 こうした利害集団への政治的対応によっ

て,財 政収入の規模を大きく越えた支出が恒常化 してインフレも慢性化 した。

b工 業部門の技術的遅れ

トルコの財閥企業は外資 との合弁による工業部門を抱えているが,こ れら企

業の多 くがL業 製品の自給化 に興味をもっていない。所得の増大 によって家

電,自 動車などの耐久消費財の需要が高まったが,国 内生産は組x_1-工業的性格

か ら脱 していない。 自給化の遅れは,一 ・つには トルコの重化学1:業 における輸

出力を脆弱なものとしているが,ま た一一つは資本財 とともに中間財や原料の輸

入を増や し,対 外債務 を膨張 させ る主要な原因となっている。1990年 代半ば

おいて もトルコの輸出は繊維関係の製品が圧倒的な比重を占めているのである

【資料10】。

三 輸入代替工業化と農業

1ト ル コ農 業の 生 産 力

輸 人代 替 工業化 政策は,資 本,労 働 力,市 場 の 諸側 面で 農 業 部 門 に多 くを依

存す る 五業化の戦略 であ り,一 般 に農 業生 産 基盤 の す ぐれ た 国で採 用 されて き

た。 この点で トルコは恵 まれた条件 をもつ 国である とい って よい。 国土 は 日本

の約2倍 の 面積 が あ り,農 地 率 は 高 く1990年 の 時点 で33%で あ っ た。 しか も

中 東 の 中で は 降水 量が比較的多 く,灌 概 水利 の 条件 に も恵 まれ て い る。農業部

門の総 人口やGNPに 占め る シ ェ ア ー は1980年 代 に 入 っ て 急 速 に低 ドして い

る が,1950年 の 時 点 で み る と 人r1で75%,GNPで41%の シ ェ ア ー を も ち

【資 料2-b,4】,そ の 後,輸 入代 替 工 業 化 を戦 略 と して い た6,70年 代 に お い

て も比 較 的 高 い 数値 を維持 して きた。 主な栽培作物 は,小 麦1大 麦,ト ウモ ロ

コ シ とい った 食糧 作 物 の他 に,伝 統 的 な 工芸作 物 で あ る綿 花 ,た ば こ,ひ まわ

り,砂 糖 だ い こん な どの 栽培 が 盛 んで ある。 これ らは トル コの1業 化 戦 略 の 一・

つ の柱 をな した国 内農産物 を原料 とす る工業分野 との関係 において も重要 な作

物であ った。

農業生産力 をみる と,第 二 次世 界 大戦 後 に大 いに 高 ま りをみせ た。農地面積
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は戦後10年 ほ どの 間 に 倍 増 した が 【表3Lき っ か け とな っ た の は マ ー シ ャ

ル ・プ ランによる援助 と民 主党の農業重視の政策である。援助資金 はその多 く

が農業部門に振 り向け られ国の農業 重視の政策に支えられ トラクターの導入 な

どに使われた。 この結果,労 働 生 産性 が1;昇 し,そ れ まで未 利 用地 や牧 草地 で

あ っ た土地 の耕作 地化が 一一挙に進 んだ。同様の現象はシ リアな どの東アラブで

もみ られたが,ト ル コで は 耕 地 化 は1950年 代 半 ば に は や く も 限 界 地 に達 し

た。 ただ,ト ラ ク ター は 一般 に地 主や 富 農層 によって導 入 され,大 規模 な農場

経営 の 発展 に寄与 した ものの当時 は中小の農家に影響 を及ぼす ことは少 な くe

農村 に お け る 貧富 の格 差 を拡 大 させた。1970年 代 に な る と トラ ク ター は 中規

模 の農 家で も利用 されるようにな り,村 の富 農 や都 市 の 商人が 収穫 作 業 な どを

請負 う賃耕が 般 化 した。

農業生産 量に関す る統計 は推 計に よる ところが多いが,こ れ に依拠 して小 麦

の 生 産 量 をみ る と,1950年 か ら1980年 ま で の30年 間 に4.3倍 に 伸 び て い

る。 この うち,1950年 か ら55年 までの5年 間の 伸 びが 大 き く1.8倍 とな っ て

い る。 この 間,栽 培 地 面積 も1.6倍 に増 えて い る か ら,土 地 生 産性 の 伸 び は

微 々た る もの であ った 【図3,4】 。 続 く1955年 か ら80年 まで の 問 で は 生 産 量

の伸 び は2.4倍 に な った。 この 間,栽 培 地 面積 の 伸 び は1.3倍 であ ったか ら,

七地 生 産性 は1.g倍 にL昇 した こ とに な る。 つ ま り,50年 代 前 半 まで の 生 産

の伸 びが もっ ぱ ら作付 け地の拡大 にともなうものであ ったの に対 して,1960年

図3小 麦 と大麦の生産量の推移
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図4小 麦 と大 麦 の 栽 培 面 積 の推 移
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表9化 学肥料 の消 費量(1000ト ン)

1962年

1967年

1972年

1977年

1982年

1990年

295

1533

3300

6577

745

8069

(出所)N.Kuyucuklu,p.292

衷10バ ラ ー ジ灌 瀧 に よ る灌 瀧 農 地 面 積 の 推 移(1000ヘ ク ター ル)

1936年

1950年

1960年

1970年

1975年

1987年

X110

12fi3

1315

1939

2391

2650

(出 所)S.Hic,PP、45-6

代に入ってか らは,化 学肥料の普及 と灌概農地化の進展 【表9,10】,緑 の革命

による高収量品種の普及などによる土地生産性の上昇に起因 していた。このう

ち化学肥料は1950年 代はじめか ら徐々に使われ出 しているが60年 代半ばまで

普及率はあ まり高 くなかった。その後は,政 府の普及活動で70年 代半ばには

ほぼ全面的な普及をみることにな り消費が大幅に拡大した。

灌概水利の開発による灌概農地化 も60年 代以降進展 した。国家事業 として
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は多 目的 ダムや水路 も建設 による農業開発が進み,民 間 に よる スプ リ ンク ラー

の導 入 も進 んだ。灌概地化 は単収 をh昇 させ る と と もに 輪 作 地 化 を 可能 と し

た。 とくに乾季である夏季 にお ける商品作物 の栽培 を広げた。

農業の集約化 に伴 う注 目すべ き点 は,1業 原 料 とな る工 芸作物 の生 産 量 の伸

びである。 と くに綿花,砂 糖 だ い こ ん,ヒ マ ワ リの伸 び が高 い 【図5,6】 。綿

花 は す で に19世 紀 半ば 以 降,地 中 海 や エ ー ゲ海 の 沿 岸 部 に 主産 地が 形成 さ

れ,共 和 国成 立 以 降 は綿 工 業 の原 料 として生産 を増大 させ ていたが,生 産 量 は

1948年 か ら71年 まで に9倍 以1に 増 え て い る。 そ の 第 一期 は1940年 代 末か

ら50年 代 初 め で あ り,綿 花 の 国際 価 格 の ヒ昇 が刺 激 となって栽培地 面積 はほ

ぼ3倍 に 増 え た 【図7】 。 そ の 後,価 格 が 低 落 した こ と で 生 産 は 停 滞 す る

が,60年 代 に人 り輸 出需 要 と綿 業 の 発 展 による国内需要の拡大 で生産 量は再

び急増 した。 この時期の生産増 は もっぱ ら化学肥料の投 入,灌 概地 化 の 進展,

そ れ に品種 改 良 に よ り,品 種 で は収 量 の 高い ア ップ ラ ン ド種が シリアや アメリ

カか ら導人 され普及 した。砂糖 だいこんも同様 に砂糖1二業の 発農 と結 びつ い て

生 産 地 を拡 大 した。砂糖rrl場 は1926年 か ら65年 まで に18の]二 場 が 設 吃 さ

れ,輸 入代 替 工業 の優 先 工業 分 野 と して位置づ け られて きた。砂糖1二業 は原 料

立地 型 で あ る こ とか ら工場建設 を契機 に地域 の砂糖 だい こん生産が促 され,協

同組 合 の 組織 を通 して 仁産地 が形成 された。 いずれ も トルコのr_業 化 を特 徴 づ

け た原 料 自給 型 の1業 化 政 策 との 関連 で 奨励 され た作物であ る。

図5綿 花 ・たばこ ・ひまわ りの生産量の推移
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図6砂 糖だいこんの生産量の推移
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図7主 たる商品作物の栽培面積の推移
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2輸 入代替工業化政策と農業部門

以上のように トルコは農業生産の高い潜在力をもち農業部門への投資や技術

革新を通 して生産力を発展 させたが,次 に,農 業部門は輸入代替工業化政策と

の関係で どのように位置づけられてきたのか,簡 単にまとめてみる。

(1}工 業化の資金の源泉
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1930年 代 の 工 業化 の 初 発 の段 階 で は,農 業 部 門 は徴 税 や 農 産 物 価 格 政 策 を

とお して1二業 化 資 金 の調 達 の源 泉 とされ た。すでに述べ たように,共 和 国 と し

て独 立 した時 点 で ギ リ シア人やアル メニア人な ど資本家層 をなして いたマイノ

リテ ィ集団が国外 に流 出 し,工 業化 資 金 を国家 が 調 達 す る必 要が生 じて,農 業

部 門 に 強制 貯 蓄が 求 め られ,徴 税 や価 格 政 策 は そ の手段 と された。

(2)食 糧 の 自給

トル コの 人11は,1955年 に2386万 人 で あ っ たが,90年 に は そ の2.4倍 の

5610万 人 に増 加 した。 この増 加 分 は 人 「1移動 に よ っ て都 市 に移 動 し,農 村 人

口の伸 び は鈍 く1980年 以 降 はむ しろ減 少 してい る。 一一一方。当該期 間におけ る

小麦の生 産は2.9倍 に増 加 し,都 市の 人 口増 に対 して十 分 な食糧 を供給す るだ

けの能力 を農業は もち続 けていた。 高い人口増加率に食糧生産が追いつ かず,

食糧 輸 入 の増 加 が 工業 化 に必 要 な資本財や原料輸入 を圧迫す るとい う悪循環 を

招 いて きた中東の多 くの非産油国 とは対照的である。

(3)外 貨 獲得 の手段

輸 入代 替1二業 化 の戦 略 を とった他 の 中 東 諸国 と比べ て トルコが とくに恵 まれ

ていた点は,農 業 が1一分 な輸 出力 を もって い た こ とである。輸出総額 に占め る

農産品の比重は 自由化 政策が とられた80年 代 に入 っ て徐 々 に低 下 して い る も

の の,1970年 頃 まで は75%以 上 を占め,農 業 は外 貨 獲 得 の 主要 な手 段 で あっ

た。その内訳 をみ る と,綿 花,た ば こ,ヘ ー ゼ ル ナ ッツ,rし ぶ ど うで63年

に は輸 出総 額 の70%,75年 にお い て も54%を 占め て い た。工 業 部 門 が必 要 と

す る資本財や中間財の輸入の対価 として農産物輸出が果 た した役割 は大 きかっ

たのである。

(4)工 業 部 門へ の原 料 の供 給

農 産物 加 工 ・食品1二業 の うち,砂 糖1業 は ア タチ ュ ル ク時 代 に はセ メ ン トと

ともに重要 な戦略分野 をな していた。その他,製 粉 業,パ ス タ工 業,食 糧 油 工

業,繊 維 と衣 料 工 業,皮 革 工業,さ らに木材 関連 工業,製 紙工 業 な ど比 較 的高

度 な加 工技 術 を要す る工業が輸入代替 工業 として発展 した。 この うち食品 と繊

維の出荷額 は1960年 に は製 造 業 の 出荷 額 全体 の65.6%を 占め て い た。 た だ,
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この割 合は耐久消費財工業の発展 とともに徐 々に低 ドし,1980年 代 に は30～

35%で 推 移 した 【資 料6】 。

(5)市 場 と しての 農 業 部 門

総 人 口 に 占 め る農村 人 口の割 合 は1970年 の 時 点 で な お6割 を越 え て い た

が,農 村住 民 の所 得 水準 は都 市住民 の4分 の1以 ドと低 く(0.Aresvik ,P・5),

消 費財 の 市場 と して は都 市 よ りも小 さか った。 しか し,農 業 の 近 代 化が 進 む過

程 で 化学 肥 料や トラクターな どの農業機械 の需要が増 え生産財の消 費を増 大 さ

せ た。農業の生産財1業 は輸 入代 替 工業化 政 策 の 保 護 された ・分野 をな した。

た とえば,化 学 肥 料 は 国の 普 及事 業 や特 別融資制度,補 助 金 に よる低 価 格 政 策

に よ って普及が進み,関 連 す る工 業 部 門 の生 産 を刺 激 した。制度金融 は農民 金

融の 半分 ほ どを占めていたに過 ぎないが,農 民個 人 と協 同組 合 に対 して低 利 の

金融が制度化 された。例 えば,1970年 頃 に は化 学 肥 料 は80%が ク レジ ッ トで

購 入 され た(Aresvik,p.81)。 化 学肥 料 の 国 内生 産 は1968年 の 時点 で 需 要 の4

分 の1程 度 を カバ ー す る に過 ぎなか っ たが,1980年 代 に は ほ ぼ 自給 を達 成 し

た。 農 業機械 について も同様であ る。 トラ ク ター は1970年 頃 に 耕 地 の ほ ぼ3

分 の1で,80年 代 末 に は9割 前 後 で 利 用 さ れ た。 トラ ク タ......生産 は 早 くか ら

始 ま り自給 率 は 当初 よ り高か った。

この ように,農 業 生産 の 生 産財 の市場 は政府 の農業生産力発展 のための普及

活動 によって拡大 し,化 学 肥 料や トラ ク タ.__.などを生 産す るL業 が 輸 入 代 替1二

業 化 政 策 を進 め る国 に よって保 護 され発展 して きた。 また,灌 概 水 利 事 業,道

路 建 設 な どの 開 発事 業が 工 業 部 門に様 々な波及的効果 を及ぼ した こともつけ加

える必要があ る。

以L,閉 鎖 型経 済 期 の 輸 入代 替 工業化 の時代 に,市 場,1二 業 原料 供 給,外 貨

獲 得 な どの 諸側 面 で農 業 部 門 の もつ役割 と意義は大 き く,政 策 的 に も農 業 部 門

に強 く依 存 す る形で工業化 の戦略が とられたのである。
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資 料2--a産 業 別GNP構 成(1}

年

1.923

1924

1925

1926

1.927

1928

1.929

1.930

193:1

1932

1933

1934

1935

].936

1937

1938

199

1940

191

1.942

1943

1944

194.5

194

1.947

1948

1949

1.90

X951

1952

1953

1954

1955

1956

197

農 業 鉱工業

金額(10万 リラ)

12635

16072

16966

223fi7

15462

18424

26265

25251

28868

対GNP比 率 金額(10万 リラ)

43% 3092

48% 2871

45% 3,384

50% ss4

40% 4639

42% 4612

50% 4785

47% 5393

49°/a 6157

対GNP比 率

11°/a

9%

9%

9%

亘2%

11%

9°/a

10%

10°/a

サ ー ビ ス

20550

25095

25783

24205

37:31.2

35995

37935

39395

38906

32492

38×07

33952

30318

23216

35800

3五629

lfi4371

1,42175

157608

18875fi

206662

224611

193353

212350

222956

237366

39% 7251

41% 8629

40% 9818

39% 9806

49% 9460

46% IO447

44% 12098

43% 14149

45% 12fi74

42% 12376

47% 12064

46% 11894

43% 111ss

39% 931.7

46% 11753

39% 12429

44% 47528

金額(10万 リラ)

13558

14695

17583

18589

18995

20377

21732

23295

23×32

1.4%i 24551

14%

].5%

]6%

26915

28695

対GNP比 率

46%

44%

46%

4ユ%

49%

47%

41%

43%

40%

47%

2%

].3%

1.4%

1.5%

]5°/a

lfi%

15%

16%

16%

16%

15%

15%

13°/v

40%
ヒ

46221; 13%

41%
{_

505411
1
13%

43%

43°/a

51K70

57529j
卜 12Q/0

12%

42%

37°/a

68568r13%一
74858 14%

37%

3$%

-

r-_一...

H332fi

91284',

colors

15%

16%

16%

44%

45°/v

28327
十

3()018_.

:31540i'

45%

39%

40%

35353

37775

巨5199

32936

41%

41%

41%

42%

31303i

28283

28895

38%　
38%　
41%

27068i 45%

31037 40%

378661 46%

158753

163732

43%

46%1
ρ

lz-1
193838L45%…

222020

2477261

4fi% E
4s%

///6p/O<

256592{49%i
　　　　　 ミ

270740i48%i
レ 　

270040i46%i・一一一一:
291.487F46°/a一
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資料2-b産 業別GNP構 成(2}

年
農業 鉱1業 サ ー ビス

金額(10万 リラ) 対GNP比 率 金額(10万 リラ) 対GNP比 率 金額(10万 リラ) 対GNP比 率

1958 259094 39% lOfi711 16% 292638 44%

1959 259851 38% 110576 16% 314785 4fi%

1960 265905 38% 110998 16% 331783 47%

1961 253007 35% 1.23978 17% 345871 48%

1962 265749 35% 1.28314 17°/a 373480 49%

1963 291390 35% 143699 17% 406793 48%

1964 290167 33% 159S61 18% 426ユ66 49%

1965 278839 31% 175005 19°/a 449835 50%

Isss 308773 31% 201531 20% 501739 50%

1967 30900s 29% 217969 21% 527628 50%

1968 94501387 31°/a 56833207 19% 1.54919955 51%

lsss 93051723 29% 63655603 20% 163317423 51%

1970 gss7ssag 29% 63385298 19% 175456913 52%

1971 102338600 28% 69034704 19% 188800585 52%

X972 104162240 2s% 76363507 19% 214276SOl 54%

1973 95058510 23% 85539175 21% 234292956 56%

1974 101632036 24% 91548149 21% 236860569 55%

1975 1051fi3313 23% 99838279 22% 2521.99460 55°/a

1976 113455181 23% 108684,215 22% 277724905 5s%

1977 110421332 21% .115859527 22% 288722494 5s%

1978 1141.30755 22% 119455851 23% 2887Q21.22 J5°la

1979 114414fi95 22% 113443425 22% 290945607 56%

1980 116794971 23% 10929fi791 22% 280695484 55%

1981 115080537 22% 12096861.8 23% 298623688 56%

1982 X20390sso 22% 126216780 23% 307105025 55%

1983 119511465 21% 134700903
`L3%
324793969 5fi%

1984 121389fi88 19% 148×91150 24% 353833054 57%

1985 121fig688 19% 158467163 24% 371731765 57%

1986 126969969 18% 179169931 26% 394893762 56°/a

1987 128276343 17% 195680891 26% X42172592 58%

1988 138fi19389 18% 199729717 26°/a 439649993 57%

1989 128251747 16% 208.175990 27% 4482fi5878 57%

1990 137675172 lfi% 227581780 26% 495244427 58%

1991
占

13fi437294 16% 233906×42 27% 493×35324 57%

*1923-1947年 の 間,1948年 の 価 格 。1949-1967年 の 問,1968年 の 価 格。1968-1991年 の 間,1987年 の価 格。
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250 商 経 論 叢 第36巻 第3n

資料5主 な耐久消費財の生産台数

年 乗用車 トラ ク ター 洗濯機 冷蔵庫 テ レビ

196 15166 51951 s7gas

1969 ]3395 fib453 133656

1970 7709 60009 126508

1971 12553 15693 848]1 213145

1972 29982 22993 103:303 235145 一

1973 46855 32797 97187 293636

1974 59×89 23624 130992 332379

1975 67278 27497 163332 409618

1976 63204 39357 20figfi9 548872

1977 58252 31658 1513fi4 285915

1978 5393 8184 304852 753588

1979 43745 12860 297340 814643

190 29114 1242f 231099 f29049

1981 25302 21982 236638 739814

1982 30651 341`36 191073 58(}491 38S737

1983 42fO7 40300 231455 41'3253 419276

1984 54779 45946 223511 500699 X19001

1985 GO360 36956 344848 487767 1016616

1986 82032 27867 643461 658641 870843

1987 107185 35995 698426 X84193 690187

1988 120796 31327 665502 862681 738211

ユ989 118095 19602 fi21×77 X1587fi 999264

1990 166222 3U739 743957 986574 1994621

1991 195599 21×64 836986 1019627 25fi7773

1992 265090 2301z 掛一8。1661 lIlU401271 2111089



トルコの工業化政策 とエ タテ ィズム 25i

資料6 製造業 の付加 価値(1960年 の価格,10万TL)

年 食 品 ・飲 料 ・タバ コ 繊緬 衣服・革製品 化学工業製品* 鉄鋼製品 金属 製品**
1950 9628 5972 1598 724 1698
1951 9fi89 6756 1EiEi3 1281 1475
1952 11563 8321 1941 2319 2573
153 12×29 12891 2×67 2124 3099
1954 13030 123.55 2828 984 2391
1955 14886 12309 3366 1×95 2×69

1956 14543 ]1984 3×79 1677 253$
1957 15983 14392 4721 1333 3142
1958 15462 14714 5595 2941 3486
1959 lnr)`tl」 14461 5915 4739 4749
160 23776 13155 5851 4960 5447
1961 21:i{)S 14218 67Ei3 3961 7971
1962 2E)393 la195 8060 4746 9399

1963 ユ7944 14267 8140 420s 911?
1964 23639 17424 8689 .5fi12 10312
1965 32067 1S3.35 12×60 11331 13399
1966 32593 20141 20241 7313 145&7
1967 41284 LO428 294:31 1()574 18303
198 42275 黛3165 34fi65 15329 19805
1969 44223 23520 3634() 14365 20739
197() 48115 26729 431S1 19522 23587
1971 fi390.E 30793 45180 18399 26409
1972 59398 34982 51219

・

19fi25 32468
1973 50851 34075 53653 18934 35358
]974 48758 31715 ssslo

旧

`L3632
35soo

197 67783 321$5 670正2 21404 466fiO
1976 59;i63 53761 53647 32712 65250
19?7 fi3945 iE675 54712

闇

42478 59795
1978 57497 53599 5811iO 44758 60fiZ7
1979 45555 49321 59196 2ao17 57065
ユ980 546'15 45379 826'[3 29535 53554
191 68335 48817 X19533 293rd1 60670
192 88513 5.3985 118465 26937 69378
198.3 7fi492 59997 120900 33457 72606
1984 82320 63746 99515 ;37554 75623
19H5 94{)39 #i6213 1160fi7 38527 81485

1,986 105153 77247 2208ri9 45836 103186
ユ987 1()7922 102048 159369 5J648

「

121156
198 12.364Fi 1:11481 213338 78]04 133888
1989 128157 114823 222856 $2fi77 128991

X990 1399?1 129927 259742 58896 169612

*石 油 製品,石 炭 製晶,プ ラスチ ツク製品 ,ゴ ム製品

**般 機械,電 気器 具,輸 送機械 ,精 密機械



252商 経 論 叢 第36巻 第3号

資料7製 造 業の付 加価値,国 営 ・民 営別(1960年 の価格・100万TL)

年 付加価値合計 国 営 部 門 民 間 部 門 国営部門 シェア 民 間部門 シェア

1950 2134 1252 882 59% 41%

1951 2257 1337 920 59% 41%

1952 2913 1787 1]Zf 61% 39%

1953 3551 1981 157{) 56°/a 44°/a

1954 35()6 1772 1734 51% 49%

1955 3×06 19{)8 1898 50% 50%

1956 3H()9 1792 ate 47% 53°/a

1957 4359 1939 2420 44% 5fi°/a

1958 4700 2119 2581 45% 55%

1959 5441 2957 2484 54% 46%

1960 5930 al105 2825 52% 48%

19fi1 6126 3135 29{al 51% 49%

1962 fi575 3461 3114 53% 47%

19fi3 619i 32fi3 292H 53% 47°/a

1964 7604 3921 3683 52% 48%

1965 9S37 5249 4588 53% 47%

1966 lUX34 5740 4994 53% 97%

1967 13255 7723 i5,'32 58% 42%

1968 15U97 8878 6219 59% 41%

1969 15451 8993 6458 58% 42%

1970 1H391 9981 8×10 54% 4&°/a

1971 20749 11fi23 y126 5fi% 44

1972 22484 11668 10×16 52% 48%

1973 21434 9971 ll463 47% 53%

1974 23×01 11556 11445 50% 50°/a

1975 2fiO30 13153 12872 51% 49°/a

1976 29474 10475 18999 36% 64%

1977 312fi6 12×73 18793 40% 60%

1978 3129& 10454 2084`L 33% 67%

1979 26836 8893 17943 33% fi7%

1980 29775 1ZO31 17744 40% 60%

1981 36684 16784 19900 46% 54%

1982 40(}61 17268 22793 43% 57%

198,E 40921 17238 236H3 42% 5H%

1984 40140 14996 25144 37°/a 63%

1985 45{)16 17118 27898 38% 62%

1986 fi1877 24(iO8 37`LEi9 4U% fiO%

1987 63:347 1{)H5L 43495 31% 69%

]9K8 75U94 2554(} 49554 34% 6f%

1989 7fiX46 Zssaf7 49840 35% 65%

igsa Sfi923 27371 59552 31% 69%
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貿易と経常収支ω

253

年
輸出額

(IOO万$)

輸 入額

{loo万$)

貿 易 収 支

{1(1011$}

輸出対輸

入の比率

(%)

輸出対

GNP比 率

(%)

外 国在住労

働者の送金

(10(1万$)

経堂収支

qOO万$)

対外債務

為赫ベース

全 領

qOO万TLl

TL

l100万TD

米 ドル

f10[1万$1

1923 J1 8? 一‾36 58.5 S.9 一一 一 T「"一 一

1924 82 goo 一18
82.1 ]1.4 一一 一一 一一 一m

1925 lo3 129 一26 79.6 11.2 一一「 肛 幽一 一} 一T一 ¶罰[一

1926 9fi Uzi 一25
79.fi 9.8 一 一.-F馬

一 一 「[.一 一

1927 81 108 一27 74.{, 9.2 一 一.一 一一 一 一 一 一- 一一 一-「

1928 88 old _'

77.6 10.7 一}
「

一 羽 幽 一 一一

tgL9 75 124 一49 6(}.6 7.2 一.一 一 一 一一甲} 一一『.

1930 71 70 2 1Q2.7 9.U 一一 一 一一 「 一一 一 一一 一.
.一 一.

19:i! fiU 60 0 100.5 S.Fi 一 一[ 一一一 一 一 一一 一〒

1931 48 41 7 117.K 8.韮 一 闇 闇開閣占 -■ 一 甲【 一一

193:1 58 45 13 (ZH.S 8.9 一.一一 一 一 一 .一一...F } 一 一 一一「-

193 7:3 6914
団

1()6.2 1Q.0 一 ¶
r

一 一 A一

1935 76 ア1 fiI 107.9 9.7 一一 一臨 一 一 一一 一 一 一一T

193fi 94 74 2() 127.2 9.2 .一 ■ 一
.一 一F ¶■.一 一

1937 1()9 91 ly 120.6 ユ0.0
一

T 一 一T

1938 1.15 119 一4 96.7 7.7 一一τ一 丁幽 一 一.一 一

1939 loo 9'L 7 1U7.7 6.3 一一 ■
一 一 一 一.

1940 86 53 33 161.7 9.7 一一 一一

閂

一

191 i95 58 37 164.5 4.1 一 一 一一 一 一

X942 127 114 13 111.7 2.7 一 一 山一一一 一一-

194: 19K 15G 4L 吐26.7
'L
.8 一

1944 179 i27 52 141.0 3.5 一 一一
.一

1945 1fib 97 71 173.5 4.o 一 一 一

1946 21fi 1211 96 】80.3 ).y .一.一.

1997 223 245 一21 91.3 $.3

「

1948 19? 275 7x 71.fi 5.8 一 問

1949 148 29f? 142 85.4 7.7 一一 一 國 一 一

195() a63 "LR6
2`L 92.2 7.b 一一.一 、 一 一一50

775 一 一一

1951 3M 402 88 78.1 7.6 一一一一一 一94 75U 一一一.一

19x2 36:3 556 19:3 65.3 7.6 一一 一198
8L3

193 396 533 一13fi 74.4 7.1 一
169 754 w-一

195 33 478 一143
70.O ). 一 一177

852 一一一

1955 31:3 498 一 真8 ・1 63.(1 4.6 一一一 一]77 Sl6H 幽.一一一一一.

1956 ;iUCi 407 一102 74.9 3.9 75 1,177 一一 一一『

1957 34:'i 397 一52
86.9 3. T- 一64

1205 一一 一一一

1953 247 315 tiK 78.;"i 2.U 一..一 一「 一fi4
十_

.3K37 一

1919 354 47{} 一一11ti 75.3 z..i 145 4404 一 一一一一一

i96() 321 ass 一一1
.47 68.Ei 3.3 國■..一一 一.一 1:3y 502】 一一 一 一

LgF1 x347 aE)7 16U fib. fi.3 一 一 170 5499 一.一 一 【眺 一.}

19F2 38] 619 一23お 61.5 f.0 一一.一. 一242 65{a4 一-

ユ963 369 688 一3ユ(;
53.5 5.0 「-國.一 一 べ3〔}o f)34 一一 一 一 一..一.

1964 411 .̀"x:37 一126 76.5 5.2 9 一1()y 7704 一一 一一一一

1965 464 572 一108
81.工 J.J 70 一78 一 一.

3175 工 〔}8]

196E X91 718 223 68.1号 4.9 1]i 一164
329`i 1231

1967 522 685 一lfiZ
76.:i 9.7 9,i 一115

一

一 一一一一

3294 1344

9fifi 496 764 'L67
65.0 2.8 1Q7 一224

3184 1529

19fi9 5.37 xai 264 67.4 `L
.7 141 220 一一一

3119 ]?{)5

197f} 588 948 一359
fiL.1 3.1 273 一 ユ7

.1
i 417:i 1929
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資料9輸 出構造

年

農産物 鉱業物 工業物

輸 出額

(10万$)

、

ン ェ ア

(%)

輸 出額

(10万$)

シ ェ ア

{%)

輸廷顯

(lo万$)

シ ェ ア

(%)

1963 284.2 77.2 10.6 2.9 73.3 19.9

19s4 311.5 75.S 14.9 3.6 84.3 20.5

19fi5 ;352.4 75.9 21.0 4.5 90.S ユ9.6

196fi 379.1 77.3 23.2 4.7 88.3 18.0

Iys7 420.4 8{).5 20.7 4.0 S1.2 15.5

1968 406.6 8].9 26.1 」. 63.8 12.8

1969 405.0 75.4 34.9 Fi.5 970 1$.1

197(} 442.6 75.2 45.4 7.7 100.5 17.1

1971 491.3 72.6 48.9 7.2 136.4 20.2

1972 607.4 68.6 50.3 5.7 227.3 25.7

1973 83'x.0 63.2 56.5 4.3 428.7 32.5

1974 851.9 55.6 88.3 5.8 X92.0 38.6

1975 792.6 5fi.6 105,fi 7.5 502.9 35.9

197 1254.4 64.0 llO.0 5.6 595.8 30.4

1977 1041.4 59.4 125.9 7.2 585.8 33.4

1978 1542.8 67.4 124.1 ). F21.;3 27.2

X979 1343.6 59.4 132.5 5.9 785.0 34.7

1980 1671.7 5?.4 X91.0 ss 1047.4 36.0

1981 2219.4 47.2 193.4 4.1 2290.1 48.7

1982 2141.2 37.3 175.3 3.1 3429.4 59.7

1983 1880.6 32.8 188.9 3.3 3658.3 63.9

1984 1749.2 24.5 239.S 3.4 5144.6 72.1

1985 1719.4 21.6 243.8 3.1 5994.7 75.3

1986 1885.6 25.3 248.9 3.3 5324.3 71.4

197 i852.5 18.2 272.3 2.7 8065.2 79.1

1988 341.3 20.1 377.2 3.2 8943.5 76.7

1989 2125.7 18.3 413.2 3.6 9085.8 78.2

1990 2387.8 18.4 331.5 2.6 10240.1 ?9.0

1991 2725.5 20.1 285.9 2.] 10582.1 77.S

1992 2259.1 15.4 264.2 1.8 12191.4 82.9

1993 2ago.s 15.5 238.31.fi 12726.2!S2.9
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トルコの1二叢化政策とエタテ ィズム

資料11主 な輸 出晶 の総輸 出 に占め る割合(%)

257

年
果 実 ・野 菜

(乾燥 果実)
たばこ

綿花等織物

用原料
繊維製晶 鉄 鋼 衣 類

1963 24.7 18.1 26.4 0.8 0.1 0

1964 21.9 21.9 24.7 1.1 0.4 0

1965 24.1 19.5 24.6 0.9 0.4 0

玉966 21. 21.9 28.4 Q.」 0.5 Q.

19fi7 26.4 22.6 27.2 o.5 0.3 0.正

196 26.8 19.1 29.9 L5 Q.5 U,1

1969 33.8 1f.4 24.6 3.1 0.7 0.2

1970 2s.5 12.2 28.9 4.5 0.6 o.g

1971 23.7 11.7 27.8 s.o 0.3 1.9

1972 24.5 14.3 21.9 6.1 o.g 2.8

x973 23.9 9.9 23.8 7.6 U.y 4.1

1974 22.2 13.4 16.4 8.5 1.0 5.9

1975 23.2 13.1 17.s 7.8 U.y 5.9

1976 22.1 12.S 24.1 X1.3 os 5.3

1977 29.2 10.0 13.3 11.9 o. 5.S

1978 27.3 9.8 17.2 11.5 o.7 3.8

1979 33.7 7.f3 11.8 14.2 1.2 4.4

':# 32.2 8.0 12.1 11.8 0.9 4.5

1981 23.2 &4 8.8 12.1 1.5 6.7

1982 16.4 、6.1 fi.6 13.4 5.4 6.9

1953 15.3 4.2 5.2 14.7 6.2 11.3

X984 13.1 3.0 4.1 14.1 7.4 17.8

19$5 11.7 4.2 3.7 13.2 11.0 15.2

1986 16.5 3.6 3.5 12.6 10.0 16.7

1987 14.1 3.1 1.5 11.9 7.7 21.6

1988 13.6 2.3 2.2 11.8 11.5 19.9

1989 11.1 4.1 2.4 --wV 14.9 23.4

1990 1'3.4 3.4 2.1 11.2 11.5 25.s

1991 12.9 4.2 2.0 10.7 g.7 25.4

1992 lU.7 2.3 0.8 11.2 9.4 ?8.].

1993 10.9 2.9 1.3 10.6 11.9 28.0
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資料14輸 入投入財の構成

100%

SO

60°/a

40%

20

0%
1963 1968 1973 19781983 1988 1993

■ 織物繊維・くず繊維

■ 有機化合物

目 非鉄金属

口 金属鉱 圏 原油

〔:1化学珂巴}ド斗 圓 ¢失釘司

皿 自動 車部品 園 その他



261トル コのL業 化政 策とエ タテ ィズム

「

卜
.

麟

Q◎
ト

き

卜
oQ
①
H

寸
.
φり
例

"っ

ま

り
α0

2

卜
.

舘

リ
ミ

ゆ
。○

勲

ゆ
.
O

Qo
ト
6り

寸
◎o
①
祠

⇔う
.

磐

潟
N

的
◎o

曾

卜
.

寓

り
露

N
oO

戴

的
.

コ

円

コ

房

2110◎o戴

『
雲

ー

ーl

Il

【

ー

のり
O

O
,
6う
N

ゆ
寸

①
卜

窯◎○卜窪

卜
.
①
6う

寸
寸

oら
.
O
◎っ

紹

§
コ

◎○
.

O
。う

ゆ
N

¢

塵

的
.
oO
N

2

ゆ

§
　

(
ま)辮灘趣暗藤

報
H

論
↑

題
O
ごく宴運認k鯉

母
一
嗣

甜
灘
誕

9

糞
慰

O
O

.茸

O
O

。寸
H

黛
戴

奪
罪
興

o
o

尋
一

寸
卜

㎡
祠

一
M

尋
{

cD
OO

溢
一

6う
oO

ド
州

卜
o

ぜ
N

しo

L」rう

ド
oり

◎う
O

cp
卜

Lぐ
N

δ
一
一

寸
⑦

Q
cO
一

oう
O

尋
c＼j
GV

LO
QQ

→
ゆ
6う

寸M

め
罵

0
野

d
cC7
cD

一」

o㊤QQ"1
く◎ 卜鴫 卜唖

誘d6【 く
噛」うc刈CVo
Q◎ 寸 ▽→o

底OF陶1cn6う
り ◎Q』 ⇔(訪 ぐつ

dド 溢 尋
・f・-i

-◎cσ う ト.

陪 論 漏 ぜrO6
{N

一 皿 一

桜

O
C7

→
圃

ゆ
aO

M
一

d
O

齢
一

o
]『)

6
円

紅」5
N

d
一

O
o

己
N

〇
一

ド
寸

め
GV

rn
o◎

o
卜

6
N

寸
飼

お
o◎

卜
①

M
卜

rn
寸

面
6り

o
Q

ぜ
ト

o
rn

溢
め

Lrつ σqヒ 、 φり
のつoぐ つ 一

α5㎡ 絹 【く
一H例G＼ 】

ぐつuつcつo
…fit+ter

ぜ 溢(≦ ド
ト辱 しOLOoO

母
一 { N 》 ゆ ト OQOζ つ σ}

醤 菖 ぴi雨

oぱ ∋ 寸 く◎

LnQ6尋..oG
一 〇う

i
。Q
卜

脅

ず
f、
①
一

め
ト
①
一

cp
ト
の
円

ト
ト
o
円

cao
ト
⑦
H

①
卜
①
一

iO
l-

◎Qi◎ ○
①iσ}
州[甲 ■同

N
O4
の
{

oう
00
α
一

寸
◎Q
cn
{

頃
QO
の
一

り
◎o
⑪
一

卜QQαO
....

σ}ゆ(恥(あ
1-」州 一 例 円

一(Ncつ
⑪G㌧ σ}
σ}(Tσ ㌔
{1-→ 　咽

ぐ
φ
α
一

計 1

卍

1

」
{

1
…
1

l
i一一← … 」一

1一

奪
翠
興

O
◎Q
,
㎝

0
00

面

....ｺ

...・

"1面
…

o
◎o

N

0
00

N

O
ao

N

0
00

丙

O
aO

N

l

0
00

面

Q
o

6

0
0

6

0
0

d

C'7
0

6

」oo

....

dδ

ooo
QfOio
■ ・1.

① ① ゆ dl

oi・ ミ申QQ
OI⇔ つ ①

高 ぜ

「 一

降 }
「

l

l
i

i
1

1
オ

, 1

--i 匙
1

帯

O
oO
.
N

0
00

"i

oo
r・ ・

面N
趣

O
oO

"1

0
00

N

O
op

雨

0
00

d

o
oO

面

0
00

N

0
0

6

0
0

6

Q
o

6

IO
O

6

o
o

6

oo膨oo
oooo

66司6
5

→

o・oOIO

.1T.

Ch3kS'3

1自

00

尋
一

無
1

…

{

i
b

l
i
I

I

l

i

O
ゆ
o
岡

帽
ゆ
①
一

「

N
頃
⑦
一

oう
め
φ
一

寸
ゆ
①
州

ゆ
ゆ
⑪
一

り
ゆ
rn
例

ト
ゆ
⑦
一

00
ゆ
rn
一

①
ゆ
α
一

0
り
①
祠

{
り
CTS
一

CV
り
①
一

oり
cD
rn
一

》
CO
①
例

ゆ
cD
①
一

ゆ
tO
o
一

11
モE!

卜1。 。i① …o

塗i塗塗麿
一i

一
ト

1 1

1【

」

.._d.

(受
ユ
楽
義

い

ひ

.
n
憂

ゐ
)
野

皿
昏
撫

樗

ゆ
帽
詐
惜
血



商 経 論 叢 第36巻 第3号262

曲
.

爲
円

2
.

観

O
O
.

ε

O
ゆ
.

霧

寸
⑦

葺

N
.

露

oう
①
.
①
ゆ

O
の
.

話

O
◎σ
.
寸
卜

。っ
①

曾

一

.
ト
リ

き
.
ト
Φ

O
頃
.

蕊

O
N
.

ミ

N
①

脅

⑩
.

斜

卜
QQ
.

詔

O
め
.

落

O
卜
.
N
卜

一
⑦

強

O

.
O
の

N
卜
.
N
⑩

雷
.
O
の

O
寸
.

留

8
臼

1

N
.

お

ト
◎Q
.
O
N

O
O
.

欝

O
oQ
.
oQ
め

詔
曾

。○

.
OO

ト
ト
.

響

8
.

欝

O
⑦
.
。う
QQ

oo
oo

曾

-卜

:1

◎っ

,

霧

O
◎っ
.

写

8
.

專

O
O
.
◎○
ゆ

卜
QO

曾

…l

iー

ゆ

ド
N

8
.

霧

8
.
。○
可

OO

.
。Q
寸

㊤
Qo

曾

!

卜

.

守

し

O
O
.

羽

8
.

需

16
QQ

翁

寸

.
㊤
寸

8
.

斜

O
『
專

寸
.・
⑦
一

」

一

.
Qo
N

O
ゆ
.
oQ
寸

O
O
.

專

。っ
oo

曾

ト

寸

.
卜
N

O
ゆ
.

需

8
.
O
憤

1

N・.①

■

一
.

誘

Oゆ

.
一
。う

O

『
ゆ
。っ

努2

　ー

の

.
O
⑪

OO

.
㊤
囚

8
.
。っ
斡

1ー

ー-

O
OQ

虫

」l

i
l

I

一
.

旨

匿
.

ヨ

8.ON

霞
曾

O

.
。う
の

O
O
.

皐

O
O
.

鰻

α○
卜

曾

め

.
Qo
N

8
.
φ

O
O
.
⑦

に
窪

。り

.

=

O
O
.
⑦

O
O
.
①

り
ト

2

寸
.

自

O
O
.
α

8
.
①

匿
曾

軌
.

鵠

OO

6

O
O
.
Φ

寸
卜
⑦
{

O
.

爲

uっ
ト
.
oo

O
O
.
卜

oっ
ト

白

ゆ
.

雪

O
O
.
α

8
.
⑦

黛
曾

O
.

自

O
O
.
①

OO

.
①

一
卜

窪

ぬ

.
①

O
O
.
O

O
O
.
0

O
卜

白

憐
礁
嗣
題
鼻
叙
量
「
幡
姻
ロ
舗
誕
に
騒

如
桑
製
《

冨
翻
鯛
駆

針

(承
)
寵
娼

qQ
訓
婁

瓶

⑦
.
O
卜

富
σっ
一

一
①

窪

『
の
旨

O
卜

曾

①
,
一

8
。○
。○

O
⑦

曾

卜
.
一

菖

8
曾
ー

寸
.

魏
N
①
頃

⑰
α○

孚

①
.
O
oっ
一

QO
㊤

戴

一
.
O
O
①

鵠

◎o
oQ

曾

卜
.
ト

銀

i

l卜O曾

曜

1

…

ー
1

O
.
"う

羽
σq
㎝

卜
oO

曾

ト
.
⑦

=

8
曾

N
.

爲
O
㊤
H

拐
曾

oQ
.
一

コ

頃
㊤
9

oq
.
⑩

潟

臼

沿
oo

曾

一
.
㊤

9
」

ー

ー
1

1

…
…

お
⑦
一
ー-

1

卜
.
㊤
¢
◎o
◎○

寸
Qo

戴

『
ト
O
例
ーー

…
ー1

。う
㊤

戴

『
ゆ
8
り

。っ
◎Q

豊

寸
.
6う

ヨ

認
脅

『
ト
N

≒

N
α○

雪

め
.
0

9

お
窪

①
.

コ
ト
。っ

一
〇〇

戴

O
.
O
O
一

O
㊤

象

。り
.
卜
㊤

爲

O
Qo

曾

卜
.
oo
⑪

ー
1-

1

①
ゆ

曾　
旨

…

寸
.

醜

三

曾
雪

N
.
O
。o

α○
ゆ

毫

圃
.
O
σっ
QO

Qo
卜

曾

一
.
卜
㊤

卜
頃

2

ゆ
.
O

落

卜
卜
①
州

O
.
ト
ゆ

i-

り

霧
一

1

。○
.
O
N
寸

㊤
卜
曾

一
.
⑦
寸

鵠
曾

㊤
.
Qo

霧

匿
曾

州
.
。っ
寸

誘
曾
L

O
.
N

斜

ミ
曾

ゆ
.
◎○
。う

ひう
鶴

曾

卜
.
oっ
ゆ
N

。ら

き
H

囚
.
QO
。っ

需
2

O.
8
eq

袋
曾

寸
.
◎Q
oり

苫
窪

㊤
.
一
◎〇
一

に
雲

N
.

舗

O
の

曾

麟
㌍
擾
鼻

缶

麟
鞭
運
鼻

母

(O
O
一
h
臆
矧
O
ゆ
①
一
.
匝

旗
一
寸
④
)
姻
鄭
皿
蜘
田
娼
盈
蝉
旧
応
隣
拙

』

蕪
慰



トルコの1二業化政策 とエ タテ ィズム 263

資 料19--a 国民総支 出ωGDPシ ェァ(%)

年

個人消費支出=

合 計 食糧 ・飲料 耐久消費財
半 非耐久

消費財

エネルギー

輸送 ・通儒
サ ー ビ ス 住 宅

1980 77.8 40.4 10.0 17.4 12.2 8.3 11.t;

1981 77.0 4⑪.9 10.1 17.6 ]2.4 8.4 10.6

1982 8{).5 41.2 10.1 17.6 12.4 &5 lo.z

193 79.8 4(}.$ 10.2 1.7.7 1?.1 8.4 10.ri

194 7H.9 41.3 1(,.2 17.7 12.5 K. 9.8

]9$i 77.fi 41.2 10.1 17.7 12.5 8.5 10.1

1986 72.5 41.:i 10.1 17.7 11.5 K.4 10.(}

197 68.6 41.1 10.4 18.o 12.fi 8.4 9.4

]988 fii.`L 39.1 y. 18.7 14,i 9.9 7.8

19K9 67.7 40.4 10.O 17.2 1i.;3 10.9 fi.2

19yO 68.7 39.9 11.9 19ほ 14.O 9.7 J.

1991 fib.1 38.4 11.4 ly.2 15.3 9.9 5.9

1992 66.8 36.9 11.{) 17.9 17.5 lo.5
h

{i.1

199;3 66.5 38.5 11.5 17.3 16.7 1(}.4 5.61
19yy4 fifi.1 3H.4 9.9 15.7 19.{} 11.6十).

r_ri1905 70.4 ;3H.0 1L8 18.5 16.1

　
Llo・615.o
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7891
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資料19-b

総團定資本形成=
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国 民 総 支 出(2)GDPシ ェァ(%)

公共部門 民間部門

・設備 建
箸馬
奴

計 機械 ・設備 建 …几
醸

建 物 その他

4fi.4 19.6 34.0 46.9 16.7 K3.3

43.8 20.2 36,fl 38.4
`L1
.9 78.1

・17.0 18.2 34.8 3H.(} 31.5 68.

a7.$ 17. 34.7 41.6 36.1 63.9

42.3 20.2 37.5 47.4 45.4 54.fi

44.(i 1H.2 3%.L 45.6 40.3 )y.

;i9.3 18.5 42.2 X3.3 39.0

一

61.(}

35.3 19.3 45.4 58.3 37.5 62.5

37.9 」.I」wR' 43.3 ki5.G :3().6 6y.4

33.9 18.6 41.5 66.4 ?H.5 71.5

30.9 19.9 49.2 fiK.3 38.6 6】.4

29.4 19.5 51.1 fifi.9
「
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32.0 1S.9 49.1 67.5 39.0 b1.(}
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肖

78.1 33.6 66.9

29.7 23.6 51.7 83.8 5イ).3 49.7
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資 料19-c国 民 総 支 出(3)GDPシ ェァ(%)

年
政府消費支出 :

在庫品増加
移 出(財 ・サ ー

ビ ス)

移 入(財 ・サ ー

ビス)計 俸 給 経常費

lgso 10. 3 8G. 1 13. 9 U. 5 5. 5
一12

. 2

1981 S. 6 80. (1
`LE)
. U 2. 3 K. 6

一1
.3. 1

1982 7 4 HO. 9 ly. 1 O. 3 11. 9 一15
. 2

1983 8. 4 7f). 0 3U. 0
一一 〇

. 5 12. 5
一]fi

. y

194 7 4 fJ. 5 30 5 {), 6 ). G 20. O

1985 6. 6 76. 9 23. 1 O. 2 15. 9 一19
. 1

1986 6. 7 6y. 9 30畳 1 o. 9 13. 3
一16

. 4

1987 z y 64. 8 35. 2 (}, 9 15. G 一 ユ7
. 8

1988 7. H 64. 7 35. 3
一1
. n 19. 2

一18
. 0

1989 9. 6 7:3. 1 26. 9 0. 7 1fi. 7 一1H
. 4

1990 11. (1 z>. 5 24. 5 1. 7 13. 4
・-17

. 6

X991 12. 3 78. () 22. 0
一1
. {〕 13. 7

一1Ei
. 4

1992 12. 9 79. 1 2().9 U. 4
L

14. 3
一一17

. 3

1993 12. 7 79. 8 20. 2 1. 1 i 13. J 19. ]

199 11. fi 7f;. 4 23. Ei
一3
. 1 1 21. 3 20.

.」

1995 lo. 9 74. (1 26. () 0,・蔓[= 20. 0
一2副

資料20国 民総所 得GDPシ ェァ(%)

年 純間接税 間接税 補助金 固定資本減耗 雇用者報酬 営業余剰

1980 5.2 7.4 2.1 4.S 27.1 62.8

1981 5.3 7.6 2.4 J. 23.8 G5.

19H2 4.7 6.6 1.y
.,

,).1 22.i 67.1

19K3 5.6 7.9 2.3 fi.:3 23.4 64.7

1984 4.5 7.0 2.5 7.0 21.0 67.5

1985 5.3 7.3 2.0 7.3 19.7 67.7

X986 7.0 K.J 1.5 7.z 19.4 66.4

197 8.1 9.o 0.J 7.O 20.6 f4.4

1988 7.$ 8.8 o.9 7.4 20.9 fi3.8

199 7.6 H.7 1.{) E. 2:i.2 fib.F

if}90 8.6 z).7 1.1 1. 26.1 59.r}

1991 8.6 10.5 1.8 6.2 30.8 54.4

1992 8.7 10.9 2.1 f.1 30.6 54.5

1993 9.3 ll.1 ].9 5.6 29.9 55.2

1994 8.3 10.7 2.4 4.3 24.8 6?.5 ζ


